
第五次長野市総合計画　現況と課題及び目指す状態（行政経営分野）
②第１・２回作業部会の
意見・企画課からの提案

④「②・③」に対する担当課の考
え方（意見）

⑤「④」を踏まえた現況と課題
⑦第１・２回作業部会の意見・企画課か
らの提案

⑨「⑦・⑧」に対する担当課の考え
方（意見）

⑩「⑨」を踏まえた目指す状態 担当課⑧第３回作業部会の意見分　　野 政　　策 施　　策 ①現況と課題　 ③第３回作業部会の意見 ⑥目指す状態

市内全地区において、住民
自治協議会を中心に市民に
よるまちづくりが実践されて
います。地域における課題
が複雑・多様化している中、
行政、市民、地域コミュニ
ティ組織、市民公益活動団
体、民間企業など多様な主
体による協働のまちづくりを
推進する必要があります。

行政、市民、地域コ
ミュニティ組織、市
民公益活動団体、
民間企業など多様
な主体による協働
のまちづくりが、暮
らしやすい地域社
会につながってい
る。

・デジタルという
考えは今後反
映していくことが
可能なのか。検
討していくという
考えはあるの
か。

【作業部会の意見】
・中山間地域の人
口減少が進んでい
る
・地域では担い手が
不足している
・コミュニティの維持
・義務的な地域活動
となっている
・地域を支えている
人がいる
・住民自治協議会
が定着し、地域主体
の取り組みが行わ
れている
・住む以外の繋がり
が方がない

【作業部会の意見】
・ボランティア活動に大勢の市民が
参加している
・民間が行政をサポートできる仕組
みができている
・地域コミュニティがある（隣近所と
の交流、居場所、近所での挨拶、助
け合い）
・集落おさめができるまち
・LGBTなど多様性を受け入れるまち
・強制的ではない快くまわる地域活
動
・市民が自らまちづくりをしたいと思
えるまち
・地域社会で若者・女性があらゆる
分野で参画できる
・地域間交流が自然とわきおこる楽
しいまち
・全ての人が、活躍できる場の確保
ができている
・責任を分かち合うことができ、平穏
な生活が送れ、安全で安心なまち
・市民が案内人となり、自分軸で楽
しめ、面白がれる

【②について】
作業部会の意見は、その旨
が現行のものに含まれてい
るため、変更不要と考える。
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行政、市民、地域コミュニ
ティ組織、市民公益活動団
体、民間企業など多様な
主体による協働のまちづく
りが、暮らしやすい地域社
会につながっている。

【⑦について】
・ＬＧＢＴなど多様性を受け入
れるまち→この意見は、「2-5-
1　人権尊重社会の実現」に該
当すると考える。
・責任を分かち合うことがで
き、平穏な生活が送れ、安全
で安心なまち→この意見は、
「4-2-1　防犯対策の推進」に
も当てはまると考える。
・その他の意見→作業部会の
意見は、その旨が、目指す状
態に向けた主な取組に含まれ
ているため、変更不要と考え
る。

【⑧について】
住民自治協議会と連携をして
いくにあたり、リモートでの会
議の設定を今後進めていかな
ければならない。情報提供の
方法としてもＤＸ化し、デジタル
を使っていくことも今後、検討
していく必要がある。

・地域の担い手が
不足していること
は課題となってお
り、デジタルを活
用することにより、
解決のヒントに
なってくるのでは
ないか。
・デジタル化をい
かに主な取組に
反映させていくの
かが重要なポイン
トである。

市内全地区において、住民自
治協議会を中心に市民によ
るまちづくりが実践されていま
す。地域における課題が複
雑・多様化している中、行政、
市民、地域コミュニティ組織、
市民公益活動団体、民間企
業など多様な主体による協働
のまちづくりを推進する必要
があります。

市政情報を迅速に分かり
やすく提供するとともに、
多くの市民意見を市政に
活用している。

広報広
聴課

市政情報を迅速に
分かりやすく提供す
るとともに、多くの
市民意見を市政に
活用している。

・デジタルという
考えは今後反
映していくことが
可能なのか。検
討していくという
考えはあるの
か。

【作業部会の意見】
・どんな意見が出て
いるのか、どこに出
せば良いのか分か
らないのではないか

【企画課からの提
案】
・情報発信のデジタ
ル化推進

【作業部会の意見】
・地域社会で若者・女性があらゆる
分野で参画できる
・地域間交流が自然とわきおこる楽
しいまち
・全ての人が、活躍できる場の確保
ができている
・責任を分かち合うことができ、平穏
な生活が送れ、安全で安心なまち
・デジタル上で、市民の困りごとや意
見を直ちに行政に共有することがで
きる

【②について】
市民会議・審議会等の議事
録やパブリックコメント結果を
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞに掲載するなど意
見公表に努めるとともに、み
どりのはがきの「広報なが
の」への掲載、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞから
の投書など意見提出窓口の
周知に努めているところであ
る。
今後も現計画の「分かりやす
い市政情報の提供」という記
載の中で、更なる周知に努め
るとともに、時代や市民ニー
ズに沿った手法を検討してい
く。

【③について】
施策１「市民とともにつくる市
政の推進」は、「行政の透明
性・説明責任」と「市民意見を
反映した市政」を目標におく
計画で、デジタル化推進は目
標達成のための重要な１手
段（ツール）と考える。計画の
主な取組中「様々な手段・媒
体を有効に活用して」とあり、
その中で、今後デジタル化推
進を積極的に考えていく。
なお、デジタル化の推進は、
各施策共通の課題であり、施
策ごとに記入するには、基本
構想部分で方向性を示すな
どの位置付けが必要ではな
いか。

【⑦について】
・若者や女性の意見を市政に
反映することは課題の一つで
ある。ただし、高齢化や性別の
多様性の中で、計画中に特記
するのではなく、現計画の「多
くの市民意見」という中で若
者・女性を含めた多くの市民
参画の検討・事業実施を目標
としていく。
・地域間交流・まちのにぎわい
づくりは、別施策での対応が
適切であると思われる。
・総活躍社会の実現は、別施
策での対応が適切であると思
われる。
・安心・安全なまちづくりは、別
施策での対応が適切であると
思われる。
・迅速な市民意見の共有は重
要であり、デジタルの活用は
大変有効である。計画の主な
取組中「様々な手段・媒体を有
効に活用して」とあり、その中
で、今後デジタルの活用を重
要な手段の一つとして考えて
いく。

【⑧について】
・デジタル化の推進は、各施策
共通の課題であり、施策ごと
に記入するには、基本構想部
分で方向性を示す等しないと、
横軸になってこない。

価値観や生活様式の変化・
多様化に伴い、行政サービ
スに対する市民ニーズも複
雑・多様化している中、分か
りやすく市政情報を提供す
るとともに、市民の意見を十
分に活かしながら市政を推
進する必要があります。

・デジタル化をい
かに主な取組に
反映させていくの
かが重要なポイン
トである。

価値観や生活様式の変化・
多様化に伴い、行政サービス
に対する市民ニーズも複雑・
多様化している中、分かりや
すく市政情報を提供するとと
もに、市民の意見を十分に活
かしながら市政を推進する必
要があります。

行政
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第五次長野市総合計画　現況と課題及び目指す状態（行政経営分野）
②第１・２回作業部会の
意見・企画課からの提案

④「②・③」に対する担当課の考
え方（意見）

⑤「④」を踏まえた現況と課題
⑦第１・２回作業部会の意見・企画課か
らの提案

⑨「⑦・⑧」に対する担当課の考え
方（意見）

⑩「⑨」を踏まえた目指す状態 担当課⑧第３回作業部会の意見分　　野 政　　策 施　　策 ①現況と課題　 ③第３回作業部会の意見 ⑥目指す状態

●少子・高齢化が進行する 【作業部会の意見】・デジタル化をい ●人口減少・少子高齢化が 安定的な行政サー【②について】 ・デジタルという 【⑦について】 安定的な行政サービスが【作業部会の意見】●少子・高齢化が進行する
状況において、社会保障関

【作業部会の意見】
・行財政運営に民間の人が活用さ

・デジタル化をい
かに主な取組に

●人口減少・少子高齢化が
進行する状況において、増大

安定的な行政サー
ビスが提供される

【②について】
・作業部会の「協働までは

・デジタルという
考えは今後反

【⑦について】
・作業部会の意見について

安定的な行政サービスが
提供される持続可能な財

【作業部会の意見】
・民間の力を活用し

●少子・高齢化が進行する
状況において、社会保障関

【作業部会の意見】
・行財政運営に民間の人が活用さ

・デジタル化をい
かに主な取組に

●人口減少・少子高齢化が
進行する状況において、増大

安定的な行政サー
ビスが提供される

【②について】
・作業部会の「協働までは

・デジタルという
考えは今後反

【⑦について】
・作業部会の意見について

安定的な行政サービスが
提供される持続可能な財

【作業部会の意見】
・民間の力を活用し状況において、社会保障関

係費は増大の一途であり、
・行財政運営に民間の人が活用さ
れている

かに主な取組に
反映させていくの

進行する状況において、増大
する社会保障関係費や喫緊

ビスが提供される
持続可能な財政基

・作業部会の「協働までは
至っていない」意見を反映さ

考えは今後反
映していくことが

・作業部会の意見について
は、具体的な事項であるた

提供される持続可能な財
政基盤が構築されている。

・民間の力を活用し
ている場合もある係費は増大の一途であり、 れている反映させていくの する社会保障関係費や喫緊 持続可能な財政基至っていない」意見を反映さ 映していくことが は、具体的な事項であるた 政基盤が構築されている。ている場合もある係費は増大の一途であり、

引き続き厳しい財政運営が
れている
・社会課題解決に民間が関わりやす

反映させていくの
かが重要なポイン

する社会保障関係費や喫緊
の課題解決に向けた対応な

持続可能な財政基
盤が構築されてい

至っていない」意見を反映さ
せる。

映していくことが
可能なのか。検

は、具体的な事項であるた
め、目指す状態ではなく、主な

政基盤が構築されている。ている場合もある
が、協働までは至っ引き続き厳しい財政運営が

予想される中、「選択と集
・社会課題解決に民間が関わりやす
い

かが重要なポイン
トである。

の課題解決に向けた対応な
どのため、一段と厳しい財政

盤が構築されてい
る。

せる。
なお、作業部会からの意見

可能なのか。検
討していくという

め、目指す状態ではなく、主な
取組に反映できるか検討す

が、協働までは至っ
ていない

引き続き厳しい財政運営が
予想される中、「選択と集

・社会課題解決に民間が関わりやす
い

かが重要なポイン
トである。

の課題解決に向けた対応な
どのため、一段と厳しい財政

盤が構築されてい
る。

せる。
なお、作業部会からの意見

可能なのか。検
討していくという

め、目指す状態ではなく、主な
取組に反映できるか検討す

が、協働までは至っ
ていない予想される中、「選択と集

中」や「民間活力の活用」な
どにより効果的で効率的な

いトである。 どのため、一段と厳しい財政
運営が予想される中、「選択
と集中」や「地域資源・民間活

る。なお、作業部会からの意見
は、公共施設マネジメント分
野には該当しないと考えられ

討していくという
考えはあるの
か。

取組に反映できるか検討す
る。

ていない
中」や「民間活力の活用」な
どにより効果的で効率的な

運営が予想される中、「選択
と集中」や「地域資源・民間活

は、公共施設マネジメント分
野には該当しないと考えられ

考えはあるの
か。

る。
どにより効果的で効率的な
行財政運営に取り組み、安

と集中」や「地域資源・民間活
力の活用」などにより効果的

野には該当しないと考えられ
る。

か。
【⑧について】行財政運営に取り組み、安 力の活用」などにより効果的る。 【⑧について】行財政運営に取り組み、安

定的な行政サービスを持続
力の活用」などにより効果的
で効率的な行財政運営に取

る。 【⑧について】
喫緊の課題（台風災害、新型定的な行政サービスを持続 で効率的な行財政運営に取 喫緊の課題（台風災害、新型定的な行政サービスを持続

して提供していく必要があり
で効率的な行財政運営に取
り組み、安定的な行政サービ

喫緊の課題（台風災害、新型
コロナウイルス感染症）のなかして提供していく必要があり り組み、安定的な行政サービ コロナウイルス感染症）のなか

効果的
して提供していく必要があり
ます。

り組み、安定的な行政サービ
スを持続して提供していく必

コロナウイルス感染症）のなか
で、ＩＣＴに力を入れ、何かでき効果的 ます。

●公共施設については、多
くの施設が老朽化し、改修
や更新費用の増大などが見
込まれることから、公共施設
マネジメント指針で示した今
後20年間で延床面積を２割
削減する目標を見据え、
「量」と「質」の両面から計画
的見直しが必要です。

スを持続して提供していく必
要があります。

●公共施設については、多く
の施設が老朽化し、改修や
更新費用の増大などが見込
まれることから、公共施設マ
ネジメント指針で示した今後
20年間で延床面積を２割削
減する目標を見据え、「量」と
「質」の両面から計画的見直
しが必要です。

で、ＩＣＴに力を入れ、何かでき
ないか具体的に考えて行かな
ければならない。 行政管

理課

効果的
で効率
的な行
財政運
営の推
進
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デジタル技術等を用い、市【⑦について】価値観や生活様式の変化な 【作業部会の意見】 【②について】・「国におけるデジ 国におけるデジタル化の動き 【作業部会の意見】市民ニーズを踏ま デジタル技術等を用い、市
民ニーズを踏まえた質の

【⑦について】
・作業部会の意見、企画課か

価値観や生活様式の変化な
どに伴い、複雑・多様化する

【作業部会の意見】
・デジタル格差の解

【②について】
・作業部会の意見の提案に

・「国におけるデジ
タル化の動きを念

国におけるデジタル化の動き
を念頭に置き、複雑・多様化

【作業部会の意見】
・あらゆる申請がデジタルででき、自

市民ニーズを踏ま
えた質の高い行政 民ニーズを踏まえた質の

高い行政サービスを提供
・作業部会の意見、企画課か
らの提案については、具体的

どに伴い、複雑・多様化する
市民ニーズを踏まえた質の

・デジタル格差の解
消

・作業部会の意見の提案に
ついては、その旨が現行のも

タル化の動きを念
頭に置き」は具体

を念頭に置き、複雑・多様化
する市民ニーズを踏まえた質

・あらゆる申請がデジタルででき、自
宅からでも行政手続きができる

えた質の高い行政
サービスを提供して

民ニーズを踏まえた質の
高い行政サービスを提供

・作業部会の意見、企画課か
らの提案については、具体的

どに伴い、複雑・多様化する
市民ニーズを踏まえた質の

・デジタル格差の解
消

・作業部会の意見の提案に
ついては、その旨が現行のも

タル化の動きを念
頭に置き」は具体

を念頭に置き、複雑・多様化
する市民ニーズを踏まえた質

・あらゆる申請がデジタルででき、自
宅からでも行政手続きができる

えた質の高い行政
サービスを提供して 高い行政サービスを提供

している。
らの提案については、具体的
な事項であるため、目指す状

市民ニーズを踏まえた質の
高い行政サービスを提供し

消
・全てがアナログに

ついては、その旨が現行のも
のに含まれているため、変更

頭に置き」は具体
的にはどのような

する市民ニーズを踏まえた質
の高い行政サービスを提供し

宅からでも行政手続きができる
・行政手続きがワンストップである。

サービスを提供して
いる。将来に している。な事項であるため、目指す状高い行政サービスを提供し ・全てがアナログに のに含まれているため、変更的にはどのような の高い行政サービスを提供し ・行政手続きがワンストップである。いる。将来に している。な事項であるため、目指す状

態ではなく、主な取組に反映で
高い行政サービスを提供し
ていくために、成果を重視し

・全てがアナログに
なっている。

のに含まれているため、変更
不要と考える。

的にはどのような
ことを想定してい

の高い行政サービスを提供し
ていくために、成果を重視し

・行政手続きがワンストップである。
・DX化、キャッシュレス、デジタル

いる。将来に
わたり 態ではなく、主な取組に反映でていくために、成果を重視し なっている。 不要と考える。ことを想定してい ていくために、成果を重視し ・DX化、キャッシュレス、デジタルわたり 態ではなく、主な取組に反映で

きるか検討する。
ていくために、成果を重視し
た行政運営の推進とともに、

なっている。 不要と考える。
・企画課からの「国における

ことを想定してい
て、どのような方

ていくために、成果を重視し
た行政運営の推進とともに、

・DX化、キャッシュレス、デジタル
化、ペーパーレス化がされている

わたり
持続可

行政管
理課

きるか検討する。た行政運営の推進とともに、
ＩＣＴの利活用及び職員の能
力向上や効率的な職員配
置、組織づくりが必要です。

【企画課からの提
案】
国におけるデジタル
化の推進の動き（デ
ジタル庁の設置）

・企画課からの「国における
デジタル化の推進の動き」の
提案を反映させる。

【③について】
国においてはデジタル庁を設
置し、DX化を目指ており、
様々なシステムについても全
国統一のものが提供される
ようになる。具体的な手段と
しては、⑦作業部会の意見
のものを実現していく。

て、どのような方
法を考えているの
か。
・現況という部分
でもう少し具体的
に、現状どうなっ
ているのか記載を
してもらえるとよ
り、プロセスの課
題についても伝わ
りやすくなる。
・デジタル化をい
かに主な取組に
反映させていくの
かが重要なポイン
トである。

た行政運営の推進とともに、
次世代の社会の姿を見据え
たＩＣＴの利活用及び職員の
能力向上、効率的な職員配
置、組織づくりが必要です。

化、ペーパーレス化がされている

【企画課からの提案】
・国におけるデジタル化の推進の動
き（デジタル庁の設置）
・Society5.0

1
持続可
能な行
財政運
営の確
立

2
行政
経営

2

市民の
満足が
得られ
る市政
の推進

地方公共団体間の連携を【⑧について】地方中核都市としての役割 【③について】 地方中核都市として、近隣市 地方公共団体間の・デジタル化をい ・デジタルという 地方公共団体間の連携を
有効に活用し、連携する市

【⑧について】
「デジタル化」については、基

地方中核都市としての役割
が本市に求められる中、近

【③について】
主な取組に反映できるか検

地方中核都市として、近隣市
町村等との連携や中核市相

地方公共団体間の
連携を有効に活用

・デジタル化をい
かに主な取組に

・デジタルという
考えは今後反

地方公共団体間の連携を
有効に活用し、連携する市

【⑧について】
「デジタル化」については、基

地方中核都市としての役割
が本市に求められる中、近

【③について】
主な取組に反映できるか検

地方中核都市として、近隣市
町村等との連携や中核市相

地方公共団体間の
連携を有効に活用

・デジタル化をい
かに主な取組に

・デジタルという
考えは今後反 有効に活用し、連携する市

町村全体が発展している。
「デジタル化」については、基
本構想自体には修正を加えな

が本市に求められる中、近
隣市町村等との連携や中核

主な取組に反映できるか検
討する。

町村等との連携や中核市相
互の連携を強化し、人口減少

連携を有効に活用
し、連携する市町村

かに主な取組に
反映させていくの

考えは今後反
映していくことが 町村全体が発展している。本構想自体には修正を加えな隣市町村等との連携や中核 討する。 互の連携を強化し、人口減少 し、連携する市町村反映させていくの 映していくことが 町村全体が発展している。本構想自体には修正を加えな

いことを前提として作業を行っ
隣市町村等との連携や中核
市相互の連携を強化し、連

討する。 互の連携を強化し、人口減少
対策や経済基盤の強化に取

し、連携する市町村
全体が発展してい

反映させていくの
かが重要なポイン

映していくことが
可能なのか。検 いことを前提として作業を行っ

ている。今後、重点推進テーマ
の中でキーワードとして市民
が見て、意識できるような工夫
をしていく。

市相互の連携を強化し、連
携する市町村全体の発展を
見据え、行政サービスを充
実する必要があります。

対策や経済基盤の強化に取
り組むことで連携する市町村
全体の発展を見据え、持続
可能な地域づくりを目指す必
要があります。

全体が発展してい
る。

かが重要なポイン
トである。

可能なのか。検
討していくという
考えはあるの
か。

企画課3

地方中
核都市
として
の役割
の遂行

2



第五次長野市総合計画　現況と課題及び目指す状態（保健・福祉分野）
②第１・２回作業部会の
意見・企画課からの提案

➆第１・２回作業部会の
意見・企画課からの提案

担当課

【⑦について】
作業部会のご提案につ
いては、具体的な事項
であるため、目指す状態
ではなく、主な取り組み
に反映できるか検討す
る。

乳幼児期の子どもが、
安心感や人への信頼感
を土台にして健やかに
育ち、その後の発達・成
長の基礎となる力を着
実に育んでいる。

保育・幼稚園
課

【⑦について】
（全般：こども政策課）
「多様」には、ひとり親、
外国籍、障害、同性婚、
事実婚・内縁などがある
と思うが、子育て支援施
策にキーワードとして入
れることは馴染まないの
ではないか。
第二期長野市子ども・子
育て支援事業計画で
は、基本目標の１つとし
て「結婚の良さや子育て
の楽しさを実感できる支
援をする」としている。

（結婚支援：マリッジサ
ポート室）
社会全体で結婚を応援
する機運を高め、結婚
生活の魅力を伝える取
組を推進する。
「多様性」は「人権尊重
社会の実現」施策の中
での検討が妥当であ
る。

【⑧について】
（こども政策課）
「子育てに楽しさを感じ
ながら」について、「生き
がい」は、生きることの
価値を見い出す意味を
持つ言葉であるが、親
の立場での視点が強く、
子どもの育ちという面が
希薄に感じられる。ご意
見のとおり、子育てには
楽しみもあれば苦労や
大変さもある。苦労や大
変さがあってもそれを乗
り越え、子育てが満足な
思いにつながるという意
味合いで、「生きがい」で
はなく、「喜び」が適切と
考える。
子ども・子育て支援事業
計画においても、基本理
念を「すべての子育てが
喜びとなり　すべての子
どもが健やかに成長す
るために」とし、保護者
が子育てに喜びを感じ
ることができる社会を目
指すとしている。

若い世代が結婚や妊
娠・出産についての希望
をかなえ、子育てに楽し
さや喜びを感じながら、
温かい社会の中で安心
して子どもを育ててい
る。

こども政策課

若い世代が結婚や妊
娠・出産についての希望
をかなえ、温かい社会
の中で安心して子どもを
育てている。

【作業部会の意見】
・自分で判断し、結婚した
いと思える
・結婚や子育てが楽しい
と思える
・様々な（多様な）カップル
が認められる。
・その人の選択がちゃん
と尊重される世の中に
・命の大切さ（を自覚し）、
命を大切にできる自分
（を形成する）
・出生数の増加
・子どもが多い
・妊娠する人　→安心して
妊娠できる
・お母さん達が子どもを産
んでよかったと思える
・出産、子育てでお母さん
が一人で悩まないまち
・親子で過ごす時間は、
母子１対１が多いので、
母親だけで頑張らなくて
よい
・家庭で子育てができる
（核家族化等で家庭の子
育て力が低下）
・地域で子育てができる

【事務局】
・出産後も安心して子育
て、仕事ができる環境が
必要。職場を含む社会環
境が整っていないと、安
心して出産、子育てがで
きない。

【企画課からの提案】
作業部会では「多様性」
がキーワードとなったの
で、例えば、「多様な形態
のカップルや家族が」と
いった表現が入れられる
でしょうか。

・「「多様」には、ひとり
親、外国籍、障害、同性
婚、事実婚・内縁などが
あると思うが、子育て支
援施策にキーワードとし
て入れることは馴染まな
いのではないか」はもっ
ともであるが、同性婚、
事実婚、ジェンダーフ
リーは、どのあたりに反
映されているのか。

・「子育てに楽しさを感じ
ながら」を加えている
が、子育て自体が難易
極まるものと考えると、
ちょっと軽い受けとめに
なってしまうと感じるの
で、楽しさに加えて、例
えば「生きがい」など何
か別の言葉も入れた方
がよいのではないか。

【②について】
企画課からの提案を反
映させる。

乳幼児期の教育・保育
は、生涯にわたる人格
形成の基礎を培うととも
に、「学びの入口」として
も重要であることから、
家庭、地域、幼稚園・保
育所・認定こども園が、
教育・保育に対する共
通の認識を持ち連携し
ながら、子ども一人ひと
りの健やかな育ちを支
えていく必要がありま
す。

【②について】
（全般：こども政策課）
課題としては、女性の就
業率の高まりや、家事・
育児の負担の女性への
偏りなども挙げられる。

（結婚支援：マリッジサ
ポート室）
結婚支援に関しては、
未婚率の上昇を抑え、
婚姻件数の減少をストッ
プさせるため、平成26年
度から実施している結
婚セミナーは「出会いの
きっかけづくり」支援から
一歩踏み込み、「交際に
つながる後押し」支援へ
の移行を検討する。
結婚応援ボランティア
「夢先案内人」の中でも
特に相談経験があり、
成婚につながった実績
のある「夢先案内人」を
「（仮称）夢先サポー
ター」として選任し、結婚
希望者の相談に対応す
る。

若い世代の未婚化や晩
婚化の進行とともに、母
親の就業意欲の高まり
による仕事と子育ての
両立への課題、子育て
への不安や負担感があ
ることから、更なる結婚
支援の充実や男性の子
育てへの参画促進な
ど、社会全体での結婚、
妊娠・出産、子育てを切
れ目なく支援する必要
があります。

乳幼児期の子どもが、
安心感や人への信頼感
を土台にして健やかに
育ち、その後の発達・成
長の基礎となる力を着
実に育んでいる。

【作業部会の意見】
・（子育てというと親の課
題となってしまうので、子
どもも子どもなりに活き活
きとできる）「親子が活き
活き」できるまち
・家庭で子育てができる
（核家族化で家庭の子育
て力が低下）
・地域で子育てができる
・教育にあまりお金がか
からない

【事務局】
・母親の心の安定が子ど
もの健やかな育ちに繋が
る。母子の支援が必要。

【企画課からの提案
例えば「地域社会」といっ
た表現で社会全体で子育
てできる環境整備という
視点を加えるのはどうで
しょうか。

2
保健・
福祉

1

少子化対
策、切れ
目ない子
ども・子

育て支援

1

結婚、妊
娠・出産、
子育ての
切れ目な
い支援

若い世代の未婚化や晩
婚化が進行しているとと
もに、妊娠・出産、子育
てに対する不安、悩み
や負担感が大きくなって
いることから、社会全体
で結婚、妊娠・出産、子
育てを大切にし、切れ目
なく支援する必要があり
ます。

【作業部会の意見】
・未婚率の低下をストップ
する
→行政による結婚支援の
あり方はどうあるべきか
・結婚支援が手薄と感じ
る
・家庭で親子が過ごす時
間を長くする（今は短い）
・子育てに男性が参加し
てもらいたい
・育児のワンオペの解消
が必要
・子育てに関して困ったこ
とが言えるまちづくりが必
要

【事務局】
・子育て中の社員・職員
に対する仕事上の理解
が必要。当事者だけでは
なく、周囲の理解が必要

【企画課からの提案】
・「更なる結婚支援の充
実」、「男性の子育て参
加」について、触れること
は可能でしょうか。

2

子どもの
成長を育
む環境の
充実

乳幼児期の教育・保育
は、生涯にわたる人格
形成の基礎をつちかうと
ともに、「学びの入口」と
しても重要であることか
ら、家庭、地域、幼稚
園・保育所・認定こども
園が、教育・保育に対す
る共通の認識を持ち連
携しながら、子どもの健
やかな育ちを支えていく
必要があります。

【作業部会の意見】
・子育てに関して困ったこ
とが言えるまちづくりが必
要
・子どもに応じた支援の
充実

【事務局】
・保育所等の保育士は多
様な育ちの子どもに対応
できるように、スキルアッ
プが必要

【企画課からの提案】
作業部会で出た「子ども
に応じた支援」といった旨
の表現は入れられるで
しょうか。

分　　野 政　　策 施　　策 ①現況と課題（前期計画）　
③第３回作業部会の意
見

④「②・③」に対する担
当課の考え方（意見）

⑤「④」を踏まえた現況
と課題

⑥目指す状態
⑧第３回作業部会の意
見

⑨「⑦・⑧」に対する担
当課の考え方（意見）

⑩「⑨」を踏まえた目指
す状態

3



第五次長野市総合計画　現況と課題及び目指す状態（保健・福祉分野）
②第１・２回作業部会の
意見・企画課からの提案

➆第１・２回作業部会の
意見・企画課からの提案

担当課分　　野 政　　策 施　　策 ①現況と課題（前期計画）　
③第３回作業部会の意
見

④「②・③」に対する担
当課の考え方（意見）

⑤「④」を踏まえた現況
と課題

⑥目指す状態
⑧第３回作業部会の意
見

⑨「⑦・⑧」に対する担
当課の考え方（意見）

⑩「⑨」を踏まえた目指
す状態

学びやボランティア活
動、就労などを通じて、
高齢者の社会参加や生
きがいづくりに取り組ん
でいます。更なる少子・
高齢化の進行に伴い、
高齢者が自らの経験や
能力を活かし活躍するこ
とがより一層求められる
ことから、高齢者がこれ
まで以上に地域社会の
担い手として活躍するこ
とを促す必要がありま
す。

高齢者が自らの経験や
能力を活かして積極的
に社会に参加し、生きが
いを感じながらいきいき
と暮らしている。

【作業部会の意見】
・高齢者活躍と言うと死ぬ
まで働くというイメージが
あるので、色々な生き方
で、それぞれが活き活き
と生きられる社会

【企画課からの提案】
作業部会で「色々な生き
方」、「それぞれが活き活
き」といった意見が出たの
で、「様々な場所や形で
生きがいを感じながらい
きいきと暮らしている。」と
いった表現を加えるのは
どうでしょうか。

2
保健・
福祉

【作業部会の意見】
・住民の主体性につい
て、高齢化で役員の担い
手が不足し運営が難しい
・住民の主体性を行政が
しっかり支援する
・年齢別のスポーツの
場。相手がほしい（高齢
者、中年）

【企画課からの提案】
・地区によっては、急激な
高齢化が進んでおり、促
すだけでは難しい場合も
あると思われるので、「担
い手として活躍することを
促すとともに支援する必
要があります」といった表
現とするのはどうでしょう
か。
・前期基本計画には、就
労支援について記載があ
りますが、社会で活躍す
るための就労支援の必
要性を触れるのはどうで
しょうか。

【②について】
・地域の担い手が高齢
化している課題は別の
課題であり、ここで取り
上げる課題ではないと
考えますので、表記を変
更することは考えていま
せん。
・生きがいづくりの中に、
就労という一つの形が
あると考えますので、就
労支援のみ特記するこ
とは考えていません。

【作業部会の意見】
・出産、子育てでお母さん
が一人で悩まないまち
・親子で過ごす時間は、
母子１対１が多いので、
母親だけで頑張らなくて
よい
・家庭で子育てができる
（核家族化等で家庭の子
育て力が低下）
・地域で子育てができる
・教育にあまりお金がか
からない

【企画課からの提案】
コロナ禍で親が失業・休
業し、子どもは休園・休校
等で、親子が過ごす時間
が増える一方で、社会的
に孤立していく可能性が
高まるので、「地域に見
守られ」といった趣旨の
表現を入れるのはどうな
んでしょうか。

【⑦について】
・作業部会の「・出産、子
育てで～」、「親子で過
ごす時間は～」は、支援
制度の周知や相談対応
により必要な支援につ
なげていく必要があるた
め、「相談につなげられ
る」に意味を含めて反映
させる。
・作業部会の「・家庭で
～」は、保護者等への相
談・支援につなげてフォ
ローしながら実現できる
ものであるため、「家庭」
とは盛り込まないが、
「相談につなげられる」
に意味を含めて反映さ
せる。
・作業部会の「・地域で
～」は、「地域」を盛り込
んで反映させる。
・作業部会の「・教育に
～」は、ひとり親世帯等
の社会的援助が必要な
家庭への支援は取り組
んでいくが、一般的な世
帯を含める場合、施策
に適さないと思われるの
で、反映しない。
・企画課からの提案内
容は、適切な提案と思
われるので反映させる。

子育てに関わる保護者
等が悩みを抱え込むこ
となく相談につなげら
れ、すべての子どもが安
定した環境の中、地域
に見守られながら、安心
して暮らしている。

子育て支援
課

2

生きがい
のある豊
かな高齢
社会の形
成

1

高齢者の
社会参加
と生きが
いづくり
の促進

老人クラブへの支援や
老人福祉センターの講
座などを通じて、高齢者
の社会参加や生きがい
づくりを支援していま
す。更なる少子・高齢化
の進行に伴い、高齢者
が自らの経験や能力を
活かし活躍することがよ
り一層求められることか
ら、高齢者がこれまで以
上に地域社会の担い手
として活躍することを促
すとともに、就労に向け
て支援する必要があり
ます。

厳しい社会・経済状況の
中、ひとり親家庭などで
就労・就学が困難な状
況に置かれている人に
対し、経済的に厳しい状
況が次世代に連鎖しな
いよう支援する必要が
あります。

【作業部会の意見】
・子育てに関して困ったこ
とが言えるまちづくりが必
要
・新型コロナウイルスによ
り社会的弱者（ひとり親、
生活困窮者等）の困難さ
が一層あらわになった→
何とかしないといけない
・経済の自立（子育て世
代～高齢者）
・格差（経済格差、経験格
差）の是正が必要

【企画課からの提案】
・コロナ禍でひとり親家庭
の困難さが増していると
思われるので、更なる支
援（就業等）について触れ
ることは可能でしょうか。
・コロナ禍で児童虐待の
件数が増え、外から見え
づらくなっているとの記事
を見ましたが、長野市は
どのような状況にあるの
でしょうか。同様の傾向に
あるならば、触れるのは
どうでしょうか。

【②について】
・作業部会の「・子育て
に関して困ったことが言
える～」は、このような相
談に応じて、必要な支援
につなげていく必要があ
るため、反映させる。
・作業部会の「新型コロ
ナウイルスにより～」
は、国や市で支援をして
いるところであるが、今
後も継続した支援が必
要と思われるため、「経
済的な自立」という文言
に含め、反映させる。
・作業部会の「経済の自
立」は、ひとり親家庭に
関して支援が必要と考
えられるため、反映させ
る。（高齢者は施策範囲
外のため除く）
・作業部会の「格差の是
正～」は、「経済的な自
立」等の文言で反映させ
る。
・企画課からの「コロナ
禍でひとり親家庭の困
難さ～」は、的確な提案
と捉えるが、「経済的な
自立」や「次世代に連
鎖」などの文言に包含さ
れていると考える。
・企画課からの「コロナ
禍で児童虐待の～」は、
児童虐待は近年、認識
の高まりにより相談対応
件数が増えており、コロ
ナ禍が起因しているもの
とは考えていないため、
反映させない。

子育てに関わる保護者
等からの悩みなどの相
談に応じて適切な支援
につなげるほか、厳しい
社会・経済状況の中、ひ
とり親家庭などで就労・
就学が困難な状況に置
かれている人に対し、経
済的な自立に向けた支
援とともに、経済的に厳
しい状況が次世代に連
鎖しないよう支援する必
要があります。

すべての子どもが安定
した環境の中、安心して
暮らしている。

1

少子化対
策、切れ
目ない子
ども・子

育て支援

3

社会的援
助を必要
とする家
庭等の自
立支援

【⑦について】
多様性のある生きがい
づくりを目指していきま
すので、提案いただいた
表現を一部修正して加
えます。

高齢者が自らの経験や
能力を活かして積極的
に社会に参加し、様々な
場面で生きがいを感じな
がらいきいきと暮らして
いる。

高齢者活躍
支援課

4



第五次長野市総合計画　現況と課題及び目指す状態（保健・福祉分野）
②第１・２回作業部会の
意見・企画課からの提案

➆第１・２回作業部会の
意見・企画課からの提案

担当課分　　野 政　　策 施　　策 ①現況と課題（前期計画）　
③第３回作業部会の意
見

④「②・③」に対する担
当課の考え方（意見）

⑤「④」を踏まえた現況
と課題

⑥目指す状態
⑧第３回作業部会の意
見

⑨「⑦・⑧」に対する担
当課の考え方（意見）

⑩「⑨」を踏まえた目指
す状態

【作業部会の意見】
・障がい者を事業所がテ
レワークで使えるようにし
てもらいたい
・難病患者の就労支援、
生活支援が足りない（２４
時間ケアを含む）
・新たな支援やサービス
の担い手の問題がある
・切れ目のない子どもか
ら大人までの相談・支援
体制が欠けている（ひきこ
もりの問題等）
・ＳＤＧｓの考え方で誰も
取り残さない
→市のセーフティーネット
のほころびはないのか
・新型コロナウイルスによ
り社会的弱者（ひとり親、
生活困窮者等）の困難さ
が一層あらわになった
→何とかしないといけな
い

【企画課からの提案】
・作業部会で障がい者を
事業所がテレワークで使
えるようにとの意見が出
ましたが、新型コロナ感
染症拡大に伴うサービス
提供への課題等について
触れることはどうでしょう
か。

企画課からの提案は、
テレワークを新型コロナ
ウイルス感染症に結び
付けているが、こちらの
趣旨は、感染拡大とは
関係なく、テレワークで
あれば働ける人がおり、
多くの人にテレワークを
認めてもらいたいという
ことである。

【②について】
・作業部会の意見の障
害者のテレワークにつ
いては、事業所が実施
しシステムを整備するも
のであるが、新型コロナ
ウイルス感染症対策に
係る事業として、テレ
ワークシステムの導入を
希望する事業所に導入
経費の支援を行うなど、
現行のサービス提供体
制の中で実施している。
また、ひきこもり問題や
生活困窮等について
は、第一義的にはこの
分野には当てはまらな
いため、反映させない。

【③について】
（企画課）
委員のテレワークにつ
いての趣旨を理解した。

地域包括ケ
ア推進課

3

だれもが
自分らし
く暮らせ
る社会の
形成

1
障害者
（児）福祉
の充実

障害福祉サービスに対
する需要が年々増加す
るとともに多岐にわたっ
ていることから、障害の
ある人一人ひとりの状
況を的確に把握した上
で、適切に支援する必
要があります。

高齢者が住み慣れた地
域で自分らしい生活を
続けるために、医療、介
護、介護予防、住まい、
生活支援を切れ目なく
提供する地域包括ケア
システムを実現する必
要があります。

【作業部会の意見】
・介護について困ったこと
が言えるまちづくりが必
要
・親の介護（看護）の不安
がある
・高齢者の終末への応
援・配慮が必要
・ＳＤＧｓの考え方で誰も
取り残さない
→市のセーフティーネット
のほころびはないのか

【企画課からの提案】
地域包括ケアシステムの
充実とともに、健康寿命
の延伸のためにフレイル
をいかに食い止めるかが
課題になると思われます
が、そういった趣旨の表
現を入れることは可能で
しょうか。

【②について】
地域包括ケアシステム
の推進に当たって、現状
では、介護サービスの
提供や介護予防の推進
に加え、医療と介護の
連携、看取り・ＡＣＰへの
取組を推進するほか、
新たに「重層的支援」へ
の取組が求められてい
る。あんしんいきいきプ
ラン２１では、これらの概
念的な内容を反映した
「長野市版地域包括ケ
アシステムの目指す姿」
を掲載することとしてい
ることから、その理念を
反映し、新たに「保健」と
いうキーワードを追加す
る。

高齢者が住み慣れた地
域で自分らしい生活を
続けるために、医療、介
護、保健・介護予防、住
まい、生活支援を切れ
目なく提供する地域包
括ケアシステムを充実さ
せる必要があります。

高齢者が自ら介護予防
の取組を実践するととも
に、介護が必要な状態
になっても、住み慣れた
地域の中で、必要な介
護を受けながら安心して
暮らしている。

【⑦について】
・作業部会の意見、企画
課からの提案内容は、
その旨が現行計画の主
な取り組みとして実施し
ている

障害の有無によって分
け隔てられることなく、だ
れもが自分らしく安心し
て暮らしている。

障害福祉課

●障害福祉サービスに
対する需要が年々増加
するとともに多岐にわ
たっていることから、障
害のある人の状況や要
望等を的確に把握し、必
要な支援が適切に提供
できる体制の確保が必
要となります。
●障害に対する理解を
促進し、障害者差別の
解消に向けた取組を進
める必要があります。

障害の有無によって分
け隔てられることなく、だ
れもが自分らしく安心し
て暮らしている。

【作業部会の意見】
・地域共生社会の促進
・障がいがある人もない
人も一緒に活動できる

【事務局】
・周囲の障害特性につい
ての理解が必要。接し方
がわからない人が多い

【企画課からの提案】
「暮らしている」に加えて、
地域共生社会の促進とい
うことで、「活動」や「社会
参加」について触れること
はどうでしょうか。

【作業部会の意見】
・在宅で親の介護ができ
るまち
・在宅介護と在宅医療が
連携されたまち
・慣れ親しんだ地域、住
み慣れた地域で自分らし
い暮らしを人生の最後ま
で続けられる。
・高齢者が移動しやすい

【企画課からの提案】
「高齢者が自ら介護予防
の取組を実践し健康を維
持するとともに、介護が
～」といったような健康寿
命の延伸を趣旨とする表
現を更に入れるのはどう
でしょうか。

【⑦について】
①健康の維持（保健）と
介護予防を一体的に取
り組む表現とする。
②地域包括ケアシステ
ムの具体的・象徴的なイ
メージを喚起するため、
作業部会意見の「最後
まで自分らしく」を追加
する。
③「高齢者の移動」とい
う概念は公共交通の維
持・推進と一体であり、
地位包括ケアシステム
での互助による移送は
公共交通で賄えない福
祉的な移送を担保する
ものであることから、こ
の施策においては記載
しない。

高齢者が自ら介護予
防・健康維持の取組を
実践するとともに、介護
が必要な状態になって
も、住み慣れた地域の
中で、必要な介護を受
けながら最後まで自分
らしく安心して暮らしてい
る。

2
保健・
福祉

2

生きがい
のある豊
かな高齢
社会の形
成

2

 高齢者福
 祉サービ
 スの充実

地域包括
ケアシス
テムの深
化・推進

（担当課より）

可能であれば、基

本構想に影響する

ものの、施策を「地

域包括ケアシステ

ムの深化・推進」に

変更したいところ

→ 基本構想の変

更には当たらない

とし、「高齢者福祉

サービスの充実」

から変更する。
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第五次長野市総合計画　現況と課題及び目指す状態（保健・福祉分野）
②第１・２回作業部会の
意見・企画課からの提案

➆第１・２回作業部会の
意見・企画課からの提案

担当課分　　野 政　　策 施　　策 ①現況と課題（前期計画）　
③第３回作業部会の意
見

④「②・③」に対する担
当課の考え方（意見）

⑤「④」を踏まえた現況
と課題

⑥目指す状態
⑧第３回作業部会の意
見

⑨「⑦・⑧」に対する担
当課の考え方（意見）

⑩「⑨」を踏まえた目指
す状態

【作業部会の意見】
・一人ぼっちじゃない社会
・お隣さんと交流がもてる
まち
・住民の主体性を行政が
しっかり支援する
・切れ目のない子どもか
ら大人までの相談・支援
体制の確立した社会
･ひきこもり（家族も）の居
場所があるまち

【企画課からの提案】
地域の中で「支え合い」は
イメージが沸くのですが、
「活かし合い」については
具体的なイメージがつか
みにくいと思うのですが、
いかがでしょうか。

【⑦について】
・「…一人ひとり…」本来
は、「一人一人」と書き
表すものだが、国では、
社会福祉の分野では、
「一人ひとり」としている
ことが多いためこのよう
にしている。

・⑦の意見は、孤立や引
きこもりに偏っている。
相談・支援体制の確立
した…は手段であり、目
的でない
→目指す状態に記載す
る内容は、全市民に共
通するビジョンであるこ
とが必要

・「活かし合う」とは、支
える・支えてもらうという
関係ではなく、高齢者や
障害者など、これまでは
支えてもらう側であるこ
とが多かった人も、支え
る側として地域社会に参
画することを示してい
る。
・地域共生社会の実現
のためには、支え手側と
受け手側に分かれるの
ではなく、地域のあらゆ
る住民が役割を持ち、
支え合いながら、自分ら
しく活躍できる地域コミュ
ニティを育成し、福祉な
どの地域の公的サービ
スと協働して助け合いな
がら暮らすことができる
仕組みを構築する必要
がある。

市民一人ひとりが、地域
の中で互いに認め合
い、支え合い、活かし合
いながら、安心して自分
らしくいきいきと暮らして
いる。

（※第三次長野市地域
福祉計画で目指す将来
像）

福祉政策課

単独世帯の増加などに
より、家族や地域住民
相互のつながりが希薄
化する中で、社会的孤
立等地域における新た
な課題が生じていること
から、行政・住民・関係
機関等が連携して解決
に取り組むことが必要で
す。

【作業部会の意見】
・切れ目のない子どもか
ら大人までの相談・支援
体制が欠けている（ひきこ
もりの問題等）
・住民の主体性につい
て、高齢化で役員の担い
手が不足し運営が難しい
・役員の担い手不足の問
題

（幸せ実感モニター）
近所付き合いがない

【企画課からの提案】
「社会的孤立等」は新た
な課題のまま残します
か？「新たな」を削るか、
他に課題があれば記載し
ていただくのは、どうで
しょうか。

【②について】
・「新たな」は不要
加えるとすれば、生活弱
者の増加、社会的孤
立、ダブルケア、8050問
題、ごみ屋敷など世帯
全体が社会から孤立す
るなど課題が複合化・複
雑化
自殺者2万人時代、子ど
もの貧困、高齢化の進
展と人口減による深刻
な担い手不足
血縁、地縁、社縁とい
う、日本の社会保障制
度の基礎となってきた
「共同体」の機能の脆弱
化
・単独高齢世帯の増加、
近所付き合いの希薄
化、人口減・定年延長な
どによる地域福祉や役
員の担い手不足に加
え、台風被災、コロナ禍
による売上減や雇用調
整などにより、地域住民
が抱える課題が複合
化・複雑化している。

・作業部会の意見につ
いて、一点目は、対象が
限られており視野が狭
い。二・三点目は今後更
に深刻になる課題

単独世帯の増加などに
より、家族や地域住民
相互のつながりが希薄
化する中で、社会的孤
立等地域における課題
に加え、高齢化や生活
困窮などの課題が複合
的に生じている世帯が
増えていることから、行
政・住民・関係機関等が
連携して解決に取り組
むことが必要です。

市民一人ひとりが、地域
の中で互いに認め合
い、支え合い、活かし合
いながら、いきいきと暮
らしている。

2
保健・
福祉

3

だれもが
自分らし
く暮らせ
る社会の
形成

2

認め合
い、支え
合い、活
かし合う
地域社会
の実現
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第五次長野市総合計画　現況と課題及び目指す状態（保健・福祉分野）
②第１・２回作業部会の
意見・企画課からの提案

➆第１・２回作業部会の
意見・企画課からの提案

担当課分　　野 政　　策 施　　策 ①現況と課題（前期計画）　
③第３回作業部会の意
見

④「②・③」に対する担
当課の考え方（意見）

⑤「④」を踏まえた現況
と課題

⑥目指す状態
⑧第３回作業部会の意
見

⑨「⑦・⑧」に対する担
当課の考え方（意見）

⑩「⑨」を踏まえた目指
す状態

●市民の平均寿命が延
伸する中、健康寿命を
延ばし、「不健康な状態
の期間」を減らすことが
重要であることから、市
民が自立した生活を送
ることができるよう、健
康の保持・増進を支援
することが必要です。

●30年以上にわたり、
市民の死因の第１位は
がん（悪性新生物）であ
ることから、がんの予防
と早期発見・早期治療を
併せて推進することが
必要です。

【作業部会の意見】
･自分の体・健康に関心を
持ってほしい（自分事意
識）
･健康維持のため、運動
をしてもらいたい
・新型コロナウイルスの
影響でスポーツの機会が
減っている

【事務局】
・子どもの頃からの健康
教育により理解が促進さ
れることにより、親子で健
康について理解が促進さ
れる。

【企画課からの提案】
健康寿命の延伸やがん
の予防などに対して、
「（若い時から）自身の健
康意識を高める必要があ
る」といった表現を入れる
のはどうでしょうか。

【作業部会の意見】
・ＳＤＧｓの考え方で誰も
取り残さない
→市のセーフティーネット
のほころびはないのか
・生活困窮者対策の現状
はうまくいっているのか
・新型コロナウイルスによ
り社会的弱者（ひとり親、
生活困窮者等）の困難さ
が一層あらわになった
→何とかしないと
・経済の自立（子育て世
代～高齢者）
・格差（経済格差、経験格
差）の是正
・切れ目のない子どもか
ら大人までの相談・支援
体制が欠けている（（ひき
こもりの問題等）
・新たな支援やサービス
の担い手の問題

【企画課からの提案】
・「近年の雇用状況の変
化」について、具体的に
記載していただくことは可
能でしょうか。
・作業部会ではコロナの
感染拡大による問題（社
会的弱者の一層の困窮）
やＳＤＧｓ視点（誰ひとり
取り残さない）からの意見
が出ましたが、触れてい
ただくことは可能でしょう
か
・子どもや女性、外国人
の貧困問題等について
は、担当課だけでは解決
が困難と思われますが、
部局横断的対応や地域
との連携の必要性はあり
ますか。また、ある場合
は触れることは可能で
しょうか。

【②について】
・作業部会の意見は、そ
の旨が現行の「生活に
困っている人が自立した
生活を送れるように支援
する「第２のセーフティ
ネット（生活困窮者自立
支援制度）」を充実する
必要があります。」に含
まれているため、特に記
載は変えない。
・企画からの「近年の雇
用状況の変化」は、タイ
ムリーな現象（変化）と、
多種多様な分野が想定
されるため具体的な記
載には触れない。
・社会的弱者の一層の
貧困、誰ひとり取り残さ
ないについては、現行の
ものに含まれるため、特
に記載は変えない。

・生活困窮に至る要素
は雇用以外にも様々あ
るが、支援の体制が分
野別、対象者別になって
おり、各種の制度・福祉
サービスは、当事者の
特性や個別のニーズに
応じた枠組みにおいて
実施されている。
・生活困窮者自立支援
法は、生活保護に至る
前の段階の自立支援策
を強化するものであり、
生活困窮者に対する
様々な支援策を実施し
ており、新型コロナウイ
ルスの現況において
は、さらに自立支援事業
を実施する自立支援機
関の体制強化が必要で
ある。
・最後のセーフティー
ネットである生活保護制
度と両輪で機能すること
が必要であり、さらに、
重層的なセーフティー
ネットも求められてい
る。

近年の雇用状況の変化
に伴い、既存の社会保
険制度・労働保険制度
や最終的なセーフティ
ネットである生活保護制
度だけでは、市民の安
定した生活を支えきれな
くなっていることから、生
活に困っている人が自
立した生活を送れるよう
に支援する「第２のセー
フティネット（生活困窮者
自立支援制度）」を充実
する必要があります。

【⑦について】
・生活習慣病予防は、子
どもの頃からの健康習
慣の確立や一人ひとり
の予防意識が重要であ
ることを認識した上で現
在も取り組んでいる。

市民一人ひとりが健康
の大切さを認識し、生涯
を通じて主体的に健康
づくりに取り組み、自分
らしく生きがいをもって
生活している。

健康課

【②について】
健康寿命の延伸やがん
予防に対して、子どもの
頃からの健康習慣の確
立や生活習慣の改善が
重要となるため、自身の
健康意識を高め、生涯
を通じた健康づくりの実
践が必要である。

●少子高齢化が急速に
進む中、人生100年時代
を見据え、生き生きと健
康で自立した生活を送り
続けることが重要である
ことから、一人ひとりが
健康意識を高め、生涯
を通じて主体的に健康
づくりに取り組むことが
必要です。

●30年以上にわたり、
市民の死因の第１位は
がん（悪性新生物）であ
ることから、がんの予防
と早期発見・早期治療を
併せて推進することが
必要です。

市民一人ひとりが健康
の大切さを認識し、生涯
を通じて主体的に健康
づくりに取り組み、自分
らしく生きがいをもって
生活している。

【作業部会の意見】
・人的資源のロス（がんに
よる死亡、ひきこもり、不
登校）をなくす
・身近なＩＴ機器による簡
単、確実な健康管理がで
きる

・子どもの頃から健康に
対する意識を高める。親
から子へと健康の大切さ
を伝えていける環境があ
るといい。親も子も活き活
き

4

安心して
暮らせる
健康づく
りの推進

1
健康の保
持・増進
の支援

2
保健・
福祉

3

だれもが
自分らし
く暮らせ
る社会の
形成

3

だれもが幾重にもはりめ
ぐらされたセーフティネッ
トに守られ、その状況に
応じて可能な限り自立
し、困窮することなく安
定した生活を送ってい
る。

【作業部会の意見】
切れ目のない子どもから
大人までの相談・支援体
制の確立した社会

【企画課からの提案】
「その状況に応じて可能
な限り自立し」に「支援」
の文言を加え、「その状
況に応じた支援を受け、
可能な限り自立し」とする
のはどうでしょうか。

【⑦について】
・作業部会の意見は、そ
の旨が現行の「だれもが
幾重にもはりめぐらされ
たセーフティネットに守ら
れ」に含まれているた
め、特に記載は変えな
い。
・企画課からの提案につ
いては、「セーフティー
ネットに守られ」としてい
ることから、特に記載は
変えない。

・ライフステージを通じ
て、可能な限り自立した
生活を送ることができる
よう、分野や制度を超え
た包括的な支援体の一
翼となり、既存の個別的
なニーズに対応する制
度・サービスを活用しな
がら、自立の形は多様
であることを十分理解
し、自分の意志で自立
に向けて、困窮すること
なく安定した生活を送れ
ることを目指す。

だれもが幾重にもはりめ
ぐらされたセーフティネッ
トに守られ、その状況に
応じて可能な限り自立
し、困窮することなく安
定した生活を送ってい
る。

生活支援課
生活の安
定と自立
への支援

近年の雇用状況の変化
に伴い、既存の社会保
険制度・労働保険制度
や最終的なセーフティ
ネットである生活保護制
度だけでは、市民の安
定した生活を支えきれな
くなっていることから、生
活に困っている人が自
立した生活を送れるよう
に支援する「第２のセー
フティネット（生活困窮者
自立支援制度）」を充実
する必要があります。
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第五次長野市総合計画　現況と課題及び目指す状態（保健・福祉分野）
②第１・２回作業部会の
意見・企画課からの提案

➆第１・２回作業部会の
意見・企画課からの提案

担当課分　　野 政　　策 施　　策 ①現況と課題（前期計画）　
③第３回作業部会の意
見

④「②・③」に対する担
当課の考え方（意見）

⑤「④」を踏まえた現況
と課題

⑥目指す状態
⑧第３回作業部会の意
見

⑨「⑦・⑧」に対する担
当課の考え方（意見）

⑩「⑨」を踏まえた目指
す状態

だれもが必要とする時
に、適切な医療サービス
を受けている。

【⑦について】
感染症対策について加
えることは必要だと思い
ますが、こころの健康に
ついては、ひきこもり問
題だけを特別に出す必
要はないと思います。
（こころの健康は、自殺
対策、うつ、アルコール
関連問題等々あり、どれ
も大切なことです。）

感染症の流行に備えた
体制が整備され、地域
に密着した専門性の高
い保健衛生事業の提供
により、だれもが健やか
で安心・安全に暮らして
いる。

健康課

3
地域医療
体制の充
実

日曜・祝日や夜間にお
ける市民の救急需要に
応えるため、救急医療
体制の充実・強化が必
要です。

【企画課からの提案】
・新型コロナウイルスの
感染拡大による医療機関
の受入体制等に課題は
あるのでしょうか。
・後期基本計画の作成方
針にＩＴの活用とあり、遠
隔診療等のＩＴの活用に
ついて触れることは可能
でしょうか。
・医師・看護師不足の問
題が全国的に言われて
いますが、長野市の課題
として触れるのはどうで
しょうか。
・中山間地の医療の課題
等はないのでしょうか（患
者の減少、医療従事者の
不足、採算性の問題
等）。

【②について】
企画課からの提案内容
は、以下の理由により具
体的な記載はしない。
・医療提供体制（医師・
看護師の確保を含む）
については、より広域的
に考慮すべき課題であ
り、、医療法に基づき県
が主体となり整備するも
のであるため
・遠隔診療等のＩＴの活
用が見込まれる国保診
療所については、計画
期間中は現行の診療体
制を継続する方針が決
定しているため。

【作業部会の意見】
・切れ目のない子どもか
ら大人までの相談・支援
体制が欠けている（（ひき
こもりの問題等）
･ＳＤＧｓの考え方で誰も
取り残さない
→市のセーフティーネット
のほころびはないのか
・新型コロナウイルスによ
り社会的弱者（ひとり親、
生活困窮者等）の困難さ
が一層あらわになった
→何とかしないと
・不登校の子が学校を卒
業したらひきこもり支援に
繋げる
・新たな支援やサービス
の担い手の問題

【企画課からの提案】
・新型コロナウイルスの
感染拡大への対応で課
題になったことを入れて
いただくことは可能でしょ
うか。
・新型コロナウイルスの
感染拡大による感染症の
予防について、市民に自
覚を促す表現を入れるの
はどうでしょうか。
・ひきこもりが社会的に大
きな問題になっており、精
神的に何らかの問題を抱
えている場合が多いと思
われますが、支援体制の
課題等はあるのでしょう
か。また、ひきこもりの文
言を入れることは可能で
しょうか。

【②について】
・ひきこもりに対する支
援体制に課題はある
が、こころの健康の対象
はひきこもりだけではな
い。こころの健康でひき
こもりだけを特別に出す
ことに疑問はあります
が、ひきこもりの文言は
入れました。
・「保健衛生の充実」こ
「こころ」だけでなく「感染
症対策」について加える
ことは必要だと思いま
す。

●新興感染症や再興感
染症の世界的流行に備
えた体制整備と、感染
症予防に対する正しい
知識の普及啓発が必要
です。

●健康の不安、対人関
係、経済的理由など
様々な要因が複合的に
連鎖し、加えて新興感染
症による生活様式の変
化や感染への不安など
により強いストレスを感
じる人や心を病む人、ひ
きこもり者等が増えてい
ることから心の健康づく
りを推進することが必要
です。

地域に密着した質の高
い、また専門性の高い
保健衛生事業が提供さ
れ、だれもが健やかに
安心して暮らしている。

【作業部会の意見】
・切れ目のない子どもか
ら大人までの相談・支援
体制の確立した社会
･ひきこもり（家族も）の居
場所があるまち
・人的資源のロス（がんに
よる死亡、ひきこもり、不
登校）をなくす

【企画課からの提案】
新型コロナの関係で、新
たな感染症に対する体制
整備により、安心して暮ら
せる社会という視点から
の表現はどうでしょうか。

医療連携推
進課

医療機関の診療時間外
における救急患者を確
実に受け入れるため、
医療提供体制の確保が
必要です。

必要な人が必要な時に
必要とする医療サービ
スを安心して受けてい
る。

【事務局】
・受診のための移動が困
難な人については、福祉
の移動サービス等との連
携により受診ができるよう
にする

【企画課からの提案】
「必要な人」は市外の人も
いるので「市民」ではな
く、この表現なのでしょう
か？例えば「必要な人」
→「誰もが」、「必要とする
医療」→「適切な医療」と
置き換えるのはどうでしょ
うか。

【⑦について】
企画課からの提案を反
映させる。

2
保健・
福祉

4

安心して
暮らせる
健康づく
りの推進

2
保健衛生
の充実

健康の不安、対人関
係、経済的理由など
様々な要因が複雑に絡
み合い、強いストレスを
感じる人やこころを病む
人が増えていることか
ら、こころの健康づくりを
推進することが必要で
す。
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第五次長野市総合計画　現況と課題及び目指す状態（保健・福祉分野）
②第１・２回作業部会の
意見・企画課からの提案

➆第１・２回作業部会の
意見・企画課からの提案

担当課分　　野 政　　策 施　　策 ①現況と課題（前期計画）　
③第３回作業部会の意
見

④「②・③」に対する担
当課の考え方（意見）

⑤「④」を踏まえた現況
と課題

⑥目指す状態
⑧第３回作業部会の意
見

⑨「⑦・⑧」に対する担
当課の考え方（意見）

⑩「⑨」を踏まえた目指
す状態

【作業部会の意見】
・女性がもっと活躍してい
る社会
・（男女）半々で活躍する
社会（女性もちゃんと手を
挙げて）
・女性の経営者が発信す
る社会を

【企画課からの提案】
「参画」だけではなく「活
躍」を入れるとより積極性
が増すと思われますが、
いかがでしょうか。

・「「多様」には、ひとり
親、外国籍、障害、同性
婚、事実婚・内縁などが
あると思うが、子育て支
援施策にキーワードとし
て入れることは馴染まな
いのではないか」はもっ
ともであるが、同性婚、
事実婚、ジェンダーフ
リーは、どのあたりに反
映されているのか。

【⑦について】
・作業部会の意見は、具
体的に取り組むべき事
項であることから、現況
と課題ではなく、主な取
組への反映を検討す
る。
・企画課からの提案を取
り入れる。

【⑧について】
ジェンダーフリーについ
ては、⑩の目指す状態
に包含されているため、
特に修正しない。

男女が社会の対等な構
成員として個性と能力を
十分に発揮し、自らの意
思により社会のあらゆる
分野で活躍する機会が
確保されている。

人権・男女共
同参画課

市民一人ひとりが、生涯
にわたり自分の大切さと
ともに他の人の大切さを
認め、人権を尊重してい
る。

人権・男女共
同参画課

2
男女共同
参画社会
の実現

性別による固定的な役
割分担の意識が根強く
残っていることから、意
識改革のための取組を
推進するとともに、女性
が参画しやすい社会環
境を整備する必要があ
ります。

【作業部会の意見】
・色々決めている所（行政
等）は男性社会？　女性
の意見はどう反映される
のか？
・若い女性がモデルとす
る活躍している女性が少
ない

【企画課からの提案】
「男女が共に充実した生
活を送ることができる～」
を「男女が共に活躍でき
る」といった「活躍」を入れ
るのはどうでしょうか。

性別による固定的な役
割分担の意識が根強く
残っていることから、意
識改革のための取組を
推進するとともに、男女
が共に活躍できる社会
環境を整備する必要が
あります。

男女が社会の対等な構
成員として個性と能力を
十分に発揮し、自らの意
思により社会のあらゆる
分野における活動に参
画する機会が確保され
ている。

【②について】
・作業部会の意見(a)
は、その旨が現行の「市
民一人ひとりが人権尊
重の意義や様々な人権
問題についての理解と
認識を深めることが必
要です。」に含まれてい
るため、特に記載は変
えない。
・作業部会の意見内
(b)(c)は、この施策の分
野には当てはまらない
ため、反映させない。
・作業部会の意見内(d)
は、多様性の反対であ
る画一的な固定概念で
あり具体的な事項であ
るため、現状と課題では
なく、施策実施時に反映
するよう検討する。
・企画課からの提案(e)
は、その旨が修正後に
含まれている。
・企画課からの提案
(f)(g)の意見を反映させ
る。

【③について】
担当課と調整中

同和問題をはじめとする
差別、いじめ、虐待、性
犯罪、暴力、ハラスメン
ト、誹謗中傷、インター
ネットによる人権侵害な
どにより、人間としての
尊厳を傷つけられてい
る人がいます。また、セ
クシュアルマイノリティへ
の偏見など、生きづらさ
を感じている人もいるこ
とから、市民一人ひとり
が人権尊重の意義や
様々な人権問題につい
ての理解と認識を深め
ることが必要です。

市民一人ひとりが、生涯
にわたり自分の大切さと
ともに他の人の大切さを
認め、人権を尊重してい
る。

【作業部会の意見】
・みんなの笑顔があふれ
る地域づくり(a)
・個性と能力が十分に発
揮できる社会（女性、男
性、高齢者、障がい者、Ｌ
ＧＢＴ）(b)
・多様な性（ＬＧＢＴの尊
重）を認め合う(c)
・”長野らしい”生き方＝”
自分らしい”生き方(ｄ)
・外国籍の方へのケアの
充実(e)
・女性、若者、外国の方、
障がい者など様々な方が
参画できる社会(f)
・世代間のコーディネート
ができる人が大勢いる社
会(g)

【企画課からの提案】
「現況と課題」と同様に、
「多様性を認め合う」、「多
様性を受け入れる」といっ
た「多様性」の文言を入
れることは可能でしょう
か。（h）

・「「多様」には、ひとり
親、外国籍、障害、同性
婚、事実婚・内縁などが
あると思うが、子育て支
援施策にキーワードとし
て入れることは馴染まな
いのではないか」はもっ
ともであるが、同性婚、
事実婚、ジェンダーフ
リーは、どのあたりに反
映されているのか。

【⑦について】
・作業部会の意見内
(a)(g)は、この施策の分
野には当てはまらない
ため、反映させない。
・作業部会の意見内
(b)(c)(e)(f)は、具体的な
事項であるため、目指す
状態ではなく、主な取組
に反映できるか検討す
る。
・作業部会の意見内(d)
は、多様性の反対であ
る画一的な固定概念で
あるため、反映させな
い。
・企画課からの提案(h)
は、その旨が現行の「他
の人の大切さを認め」に
含まれているため、特に
記載は変えない。

【⑧について】
同性婚、事実婚は具体
的な事項であるため、主
な取組に反映にできる
か検討する。

2
保健・
福祉

5

人権を尊
ぶ明るい
社会の形
成

1
人権尊重
社会の実
現

同和問題をはじめとする
差別、いじめ、虐待、性
犯罪、暴力、ハラスメン
トなどにより、人間として
の尊厳を傷つけられて
いる人がいます。また、
近年、インターネットによ
る人権侵害などの新た
な人権問題が発生して
いることから、市民一人
ひとりが人権尊重の意
義や様々な人権問題に
ついての理解と認識を
深めることが必要です。

【作業部会の意見】
【多様性の尊重】
･みんな同じ一人の人間
だという感覚が欲しい(a)
･世代間ギャップを埋め
る。お互いを知る必要が
ある(b)
･世代間の意見が聞き入
れられない(c)
･人口増、結婚率UP、出
生率Upが固定観念に
なっている(d)

【企画課からの提案】
・作業部会では「多様性
の尊重」が重要視されま
した。「多様性」の文言を
入れていただくことは可
能でしょうか。(e)
・「目指す状態　⑦作業部
会の意見」欄にも記載し
ていますが、最近取り上
げられるようになったＬＧ
ＢＴ（多様な性）に触れる
ことは可能でしょうか。(f)
・「インターネットによる人
権侵害」は、もはや「新た
な人権問題」ではないと
思われますが、どうなん
でしょうか。(g)

「セクシャルマイノリティ
への偏見など」と踏み込
んだ表現となっている
が、いかがなものか(唐
突に感じられる）
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第五次長野市総合計画　現況と課題及び目指す状態（環境分野）

②第１・２回作業部会の意
見・企画課からの提案

③第３回作業部会の意見
④「②・③」に対する担当課
の考え方（意見）

⑦第１・２回作業部会の意
見・企画課からの提案

⑧第３回作業部会の意見
⑨「⑦・⑧」に対する担当課
の考え方（意見）

担当課

3 環境

【⑦について】
・作業部会の意見は、その
旨が現行のものに含まれて
いるため、特に記載は変更
しない。
・企画課からの提案にある
「SDGs」を反映させる。

→2/1　企画課にて協議のう
え、SDGsの文言はすべての
施策に関連するものである
ため個別の施策には入れな
いこととした。

【②について】
・作業部会及び事務局での
意見は、具体的な課題であ
るため、主な取組に反映で
きるか検討する。

【②企画課からの提案につ
いて】
・広域での効率的なごみ処
理体制を構築する主体は長
野広域連合であり、長野市
は構成市町村の一員として
それに協力していく必要が
あると考える。

【③作業部会の意見につい
て】
既存の制度を広く普及させ
るため、制度の一部を改訂
するなどしている。
主な取り組みに反映できる
か検討していく。

環境保全温暖化
対策課

2
循環型社会
の実現

家庭ごみ処理有料化制度
等の導入や地域における資
源回収の定着により、ごみ
の総排出量は減少傾向です
が、事業所からのごみの排
出量が増加傾向であること
から、事業所に対する啓発・
指導を強化する必要があり
ます。
また、本市や周辺自治体に
おいてごみ焼却施設が老朽
化しており、市町村ごとに対
応した場合、維持費の増大
や事業効率の低下が見込ま
れることから、関係市町村
が連携して広域的なごみ処
理体制を構築する必要があ
ります。

・家庭ごみ処理有料制度等
の導入や地域における資源
回収の定着により、ごみの
総排出量は減少傾向です
が、事業所からのごみの排
出量が横ばいであることか
ら、事業所に対する啓発・指
導を強化する必要がありま
す。
・長野広域連合が進める広
域での効率的なごみ処理体
制の構築に、構成市町村の
一員として協力していく必要
があります。

市民や事業者がごみの発
生抑制に積極的に取り組
み、排出量が年々減少して
いる。

市民や事業者がごみの発
生抑制に積極的に取り組
み、排出量が年々減少して
いる。

生活環境課

【作業部会の意見】
・環境に配慮した事業所・住
宅が少ない
・ペレットストーブに関する情
報が少ない
・薪を切り出す人材の不足
・国産ペレットが高額
・幼少期から環境教育に取
り組むための制度的なカリ
キュラムがない
・温暖化対策を実施しても地
球温暖化・異常気象が改善
されていない

【事務局意見】
・2050年カーボンニュートラ
ルに向けた取組の必要性

【企画課からの提案】
地球温暖化による市民生活
等の影響が顕在化する中、
SDGs及び2050年までの
カーボンニュートラル達成が
強く求められています。気候
変動緩和策として、温室効
果ガスの排出削減のため、
有効な再生可能エネルギー
の普及拡大やエネルギー消
費の効率化などを推進する
ほか、森林資源が豊富な地
域特性を生かした地域固有
の木質バイオマスエネル
ギーの活用を促進する必要
があります。また、進行する
気候変動への適応策とし
て、影響軽減や早期警戒に
関する教育や啓発などの対
策の重要性が高まっていま
す。

【作業部会の意見】
・事業ごみが減らない
・飲食店などからの食品残
渣が減らない
・食品ロスに対する政府の
考え方が統一されていない
（厚労省・環境省）
・可燃ごみの排出量が海外
と比較して多い
・商品の過剰包装
・幼少期から環境教育に取
り組むための制度的なカリ
キュラムがない
・コロナ禍で活動に制限があ
る

【事務局意見】
・プラスチック資源循環の高
度化

【企画課からの提案】
・家庭ごみ処理有料制度等
の導入や地域における資源
回収の定着により、ごみの
総排出量は減少傾向です
が、事業所からのごみの排
出量が横ばいであることか
ら、事業所に対する啓発・指
導を強化する必要がありま
す。

・長野広域連合が策定した
ごみ処理広域化基本計画に
基づき整備した３施設を活
用し、広域での効率的なご
み処理体制構築に取り組む
必要があります。

長野市は市街化が進んでお
り、近年高層マンションも増
えてきている。
都市部のごみの量は多いと
推測され、東京都のような
都市の施策に学ぶべき点が
ある。
東京都ではごみの自家処理
機が普及しており、都では
費用の５割を補助している。
これが、マンションを多く持っ
ている都市の現状であり、
長野市もそういった取り組み
について真剣に考える必要
がある。

【作業部会の意見】
・気温上昇の抑制
・異常気象の改善
・一人一人が環境に対して
高い意識を持っている

【企画課からの提案】
SDGsや温室効果ガス排出
削減を意識した日常生活・
事業活動が営まれ、排出量
が年々減少している。

【作業部会の意見】
・ごみの大幅な減少
・エシカル消費の普及
・食品ロスの少ないまち

【企画課からの提案
市民や事業者がごみの発
生抑制に積極的に取り組
み、排出量が年々減少して
いる。

⑩「⑨」を踏まえた目指す状態

1

環境に負荷を
かけない持続
可能な社会の
形成

1
 低脱炭素社
会の実現

地球温暖化の影響が顕在
化する中、その要因とされる
温室効果ガスを削減するた
めには、化石燃料から再生
可能エネルギーへの転換が
有効です。市域の約６割を
占める森林には森林資源が
豊富に存在するものの、間
伐材等の木材や燃料として
の利用が約４割に留まって
いることから、地域固有の木
質バイオマスエネルギー資
源として活用を促進する必
要があります。

地球温暖化による市民生活
等の影響が顕在化する中、
SDGsの達成や2050年まで
に二酸化炭素排出量を実質
ゼロとする取組が強く求めら
れています。気候変動の緩
和策としては、温室効果ガ
スの排出削減のため、有効
な再生可能エネルギーの普
及拡大やエネルギー消費の
効率化などを推進するほ
か、森林資源が豊富な地域
特性を生かした地域固有の
木質バイオマスエネルギー
の活用を促進する必要があ
ります。また、進行する気候
変動への適応策としては、
影響軽減や早期警戒に関
する教育や啓発などの対策
の重要性が高まっていま
す。

⑥目指す状態

温室効果ガスの排出削減を
意識した日常生活や事業活
動が営まれ、排出量が年々
減少している。

温室効果ガスの排出削減を
意識した日常生活や事業活
動が営まれ、排出量が年々
減少している。

分　　野 政　　策 施　　策 ①現況と課題（前期） ⑤「④」を踏まえた現況と課題
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第五次長野市総合計画　現況と課題及び目指す状態（環境分野）

②第１・２回作業部会の意
見・企画課からの提案

③第３回作業部会の意見
④「②・③」に対する担当課
の考え方（意見）

⑦第１・２回作業部会の意
見・企画課からの提案

⑧第３回作業部会の意見
⑨「⑦・⑧」に対する担当課
の考え方（意見）

担当課⑩「⑨」を踏まえた目指す状態⑥目指す状態分　　野 政　　策 施　　策 ①現況と課題（前期） ⑤「④」を踏まえた現況と課題

3 環境

【⑦について】
・企画課からの提案にある
「固有の生物多様性」を反映
させる。

・企画課からの提案を反映
させるが、環境教育や情報
発信は全世代を対象とする
必要があるため、特定の世
代ではなく幅広い世代を対
象とする表現に改める。

企画課の提案を反映させ
る。

良好な生活環境が美しく保
たれている。

・豊かな自然を守るため保
全活動に取り組んでいるも
のの、希少動植物の減少、
気候変動による植生の変化
などが危惧されています。
・教育や情報発信を通じて
自然環境保全に対する理解
と関心を更に高めるととも
に、生物多様性の保全活動
などを、市民、事業者、行政
が協働して取り組み、環境と
共生する持続可能な社会へ
とつなげていく必要がありま
す。

清潔なまちなみなど生活環
境は概ね良好に保たれてい
るものの、ごみのポイ捨て
や不法投棄があとを絶たな
いことから、環境美化に対す
る地域や事業者等の意識を
高め、環境美化活動を促進
するとともに、捨てられにく
い環境づくりを推進する必
要があります。

良好な生活環境が美しく保
たれている。

生活環境課

豊かな自然環境が保たれ、
自然と触れ合うことができ
る。

豊かな自然環境や固有の
生物多様性が保たれ、自然
と触れ合うことができる。

環境保全温暖化
対策課

【作業部会の意見】
・恵まれた自然環境を活か
し、旅行に行かなくてもレ
ジャーが楽しめるまちづくり
・生き物がいっぱいのまち
・生き物も人も住みやすいま
ち

【企画課からの提案
豊かな自然環境や固有の
生物多様性が保たれ、自然
と触れ合うことができる。

【作業部会の意見】
・ポイ捨て等のないキレイな
まち

【企画課からの提案
良好な生活環境が美しく保
たれている。

【作業部会の意見】
・市民が地元の自然環境の
良さを知らない
・山林の手入れがされてい
ない
・自然をテーマにしたブラン
ドイメージが低い
・自然と接する機会が少な
い
・自然利用のレジャー施設
が少ない
・巣ごもりをする高齢者の増
加
・マルチハビテーションの可
能性
・外来種の増加
・コンクリート水路の影響で
メダカやホタルが少ない
・天然河川の減少
・多発する災害で、自然に影
響
・幼少期から環境教育に取
り組むための制度的なカリ
キュラムがない
・コロナ禍で活動に制限があ
る

【企画課からの提案】
・豊かな自然を守るため保
全活動に取り組んでいるも
のの、希少動植物の減少、
気候変動による植生の変化
などにより市内の豊かな自
然の喪失が危惧されていま
す。

・自然環境保全に対する理
解と関心を幼少期からの教
育を通じて更に高めるととも
に、生物多様性の保全活動
などを、市民、事業者、行政
が協働して取り組み、環境と
共生する持続可能な社会へ
とつなげていく必要がありま
す。

【作業部会の意見】
・ポイ捨てごみが減らない
・街中にごみ箱がない
・幼少期から環境教育に取
り組むための制度的なカリ
キュラムがない

【事務局意見】
・環境美化に対する関係者
の意識をさらに高める必要
がある

【企画課からの提案】
清潔なまちなみなど生活環
境は概ね良好に保たれてい
るものの、ごみのポイ捨て
や不法投棄があとを絶たな
いことから、環境美化に対す
る関係者の意識を高め、地
域や事業者等の環境美化
活動の促進を行うとともに、
捨てられにくい環境づくりを
推進する必要があります。

2

自然と調和し
た心地よい暮
らしづくりの推
進

1
豊かな自然
環境の保全

妙高戸隠連山国立公園をは
じめ、数多くある魅力的な自
然を守るため、市民・地域・
事業者・行政が一体となって
環境保全活動に取り組んで
きました。この活動が更に広
がるよう、市民一人ひとりが
自然と親しみながら理解と
関心を深め、多様な担い手
による環境保全活動を促進
する必要があります。

2
良好な生活
環境の保全

心地よい暮らしの基盤とな
る爽やかな空気やきれいな
水、清潔なまちなみなど、生
活環境は概ね良好に保たれ
ているものの、ごみのポイ捨
てや不法投棄が後を絶たな
いことから、地域や事業者
等の環境美化活動を促進す
るとともに、捨てられにくい
環境づくりを推進する必要
があります。
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第五次長野市総合計画基本計画　現況と課題及び目指す状態（防災・安全分野）
②第１・２回作業部会の意
見・企画課からの提案

③第３回作業部会の意見
④「②・③」に対する担当課
の考え方（意見）

⑦第１・２回作業部会の意
見・企画課からの提案

⑧第３回作業部会の意見
⑨「⑦・⑧」に対する担当課
の考え方（意見）

担当課

【作業部会の意見】
・防災への意識が薄いため、
災害時にどういう行動が必要
なのかが十分に理解されて
いない。
・東日本台風災害時にどうせ
今回も大丈夫だろうという危
機への認識の低さからギリギ
リまで避難しない人が多かっ
た（長沼地区等）
・実際に災害を経験し、安否
確認や見回りなど、災害時に
おける近所の人との関りの大
切さを見直すきっかけとなっ
た。
・実際に災害を経験し、防災
意識の高揚に繋がった。
・防災マップ等の配布を行っ
てはいるが、内容が各自の
頭に入っていない。（いざとい
う時に役に立たない）
・都市部等において、地域防
災計画が進んでいない。
・各地区ごとのまちづくり・防
災計画等が必要。
・いろんな計画があるが、周
りに周知されていないため認
識に乏しい。
・過去の災害に関する歴史
的資料や情報が無いため、
教訓を活かした対応策がと
れない。
・学校教育での防災教育の
強化が必要。
・防災無線が聞こえづらい。

【事務局意見】
・河川氾濫・堤防決壊等によ
る洪水被害を想定し、洪水一
時避難場所などの避難施
設、避難路の整備、洪水避
難訓練等の災害対策が必
要。

【企画課からの提案】
・自主防災組織の結成率は
100％に達しているものの、
災害の教訓を活かし自然災
害等に対する適応力や個々
の防災意識を強化する必要
があります。
・被害を最小限に抑制するた
め、地域の状況に応じた地域
防災マップの作成や防災計
画等の周知、また感染症対
策を徹底し実効性のある防
災訓練の実施が進むよう積
極的に支援していく必要があ
ります。
↑作業部会では、令和元年
東日本台風災害を経験した
ことによる防災意識の醸成、
地域での取り組みや自助・共
助の重要性について意見が
出されましたので、今後の課
題の視点としてご検討くださ
い。

⑥目指す状態分　　野 政　　策 施　　策 ①現況と課題（前期） ⑤「④」を踏まえた現況と課題

1
災害に強いまち
づくりの推進

1
防災・減災対策
の推進

自主防災組織の結成率は
100％に達しているものの、
災害発生時に被害を最小限
に抑制するため、地域の状
況に応じた地域防災マップ
の作成や防災訓練の実施が
進むよう積極的に支援して
いく必要があります。

4 防災・安全

【作業部会の意見】
・女性・老人・子ども等の避
難者へ考慮した災害備蓄品
が揃っている。
・自分の身が守れ、助けが
必要な人を助けられるように
なる
・地域住民全員が助かる・全
員で助ける（川や畑の様子
を見に行く人を止める）
・災害に強いまち→災害に
向き合うまち（人間も自然の
一部であり調和型の概念）
・あらかじめ被災した際の復
興イメージを地区で想定し、
そこから地区防災計画の実
質化を図る。（何かあった時
に復興のイメージを作るの
ではなく、平時から何かあっ
た時のことを想定して、この
地域に何が大事でその後ど
う復興していくかを地域の中
で考えておく。）
・市街地の高齢者、障害者
の防災対策を実質的なもの
にする。
・一人一人の自衛の意思が
高い。
・幼少期から高い防災意識
を持っている。

【企画課からの提案】
災害発生に備え、個々の防
災意識や災害弱者への地
域の共助意識が高く、災害
の教訓を活かした実質的な
訓練が実施され、被害を最
小限に抑制できる体制や準
備が整っている。

【⑦について】
作業部会の意見は、その旨
が現行のものに含まれてい
るため、特に記載は変えな
い。

消防局総務課

⑩「⑨」を踏まえた目指す状態

【企画課からの提案】
市民の防火意識が高く、地
域コミュニティの共助による
消防・救急・救助体制の充
実により市民の生命・財産
が守られている。

【⑦について】
・企画課からの提案の提案
について、「消防・救急・救
助体制の充実」は消防局の
体制を示しているため、この
場合の表記としては適切で
はないが、「地域コミュニティ
の共助」を通じて防火意識
（防災意識）の向上を図るこ
とは有用である主な取り組
みとして反映できるか検討
する。

市民の防火意識が高く、 消
防・救急・救助体制の充実に
より市民の生命・財産が守ら
れている。

災害発生に備え、被害を最
小限に抑制できる体制や準
備が整っている。

危機管理防災課

2
消防力の充実・
強化及び火災予
防

●出火件数は概ね横ばい傾
向にあり、たき火と放火（疑
いを含む）が全体の３割を超
えています。また、出火率が
高いことから、市民への効果
的な広報を実施するととも
に、地域住民や消防団と連
携し訓練等を通じて市民の
防火意識を高める必要があ
ります。

●高齢化の進行に伴う救急
需要の増大が見込まれるた
め、家庭内の事故やケガを
防ぐよう予防救急を推進す
る必要があります。

【事務局意見】
・消防団の高齢化に伴う担い
手の不足
・高齢単身世帯増加への対
応

【企画課からの提案】
・出火件数は概ね横ばい傾
向にありますが、たき火と放
火が全体の約３割を超えてい
ます。そこで、ホームページ
などを利用し、市民への効果
的な広報を実施するととも
に、地域住民や消防団と連
携し各種行事等を通じて市民
の防火意識の高揚や安定的
な消防団員確保への対策を
図る必要があります。

・高齢化の進行に伴う救急需
要が見込まれるため、家庭
内の事故やケガを防ぐよう予
防救急を推進する必要があ
ります。

【②について】
・事務局意見の「・消防団の
高齢化に伴う担い手の不
足」について、一部の地域
は担い手不足による高齢化
傾向であると認識している。
また、企画課からの提案の
「安定的な消防団確保への
対策」については、主な取り
組みに反映できるか検討す
る。
・事務局意見の「・高齢単身
世帯増加への対応」につい
て、火災予防の観点から
は、出火危険及び「逃げ遅
れ」の増加が懸念されるた
め、主な取り組みに反映で
きるか検討する。また、救急
の観点から、高齢化の進行
による救急需要が見込まれ
るという点で、現行のものに
含まれていると考える。搬送
人員の高齢者の割合が増
加していることから、高齢者
に対する予防救急の取り組
みが必要であるため、主な
取り組みに反映できるか検
討する。

●出火件数は概ね横ばい
傾向にありますが、出火
原因は、たき火と放火が
全体の約３割を超えてい
ます。地域住民や消防団
と連携し各種行事等を通
じ、地域に密着した効果
的な広報を実施すること
により、市民の防火意識
の高揚を図る必要があり
ます。

●高齢化の進行に伴う高
齢者の救急需要の増加が
見込まれます。家庭内の
事故やケガを防ぐよう予
防救急を推進する必要が
あります。

市民の防火意識が高く、 消
防・救急・救助体制の充実に
より市民の生命・財産が守ら
れている。

【②について】
作業部会からいただいた意
見・対策等について、これら
を包含した表記とした。

●令和元年東日本台風災
害の教訓を活かし、激甚
化・頻発する災害に対し
て、一人一人が防災意識
を高め、自助・共助（互
助）・公助による防災体制
を構築する必要がありま
す。

●自主防災組織の結成率
は、100％に達しているも
のの、災害時の被害を最
小限に抑制するため、地
域の実情に応じた地域防
災マップの作成や感染症
対策を徹底し実効性のあ
る防災訓練が進むよう、
積極的に支援していく必
要があります。

災害発生に備え、被害を最
小限に抑制できる体制や準
備が整っている。
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第五次長野市総合計画基本計画　現況と課題及び目指す状態（防災・安全分野）
②第１・２回作業部会の意
見・企画課からの提案

③第３回作業部会の意見
④「②・③」に対する担当課
の考え方（意見）

⑦第１・２回作業部会の意
見・企画課からの提案

⑧第３回作業部会の意見
⑨「⑦・⑧」に対する担当課
の考え方（意見）

担当課⑥目指す状態分　　野 政　　策 施　　策 ①現況と課題（前期） ⑤「④」を踏まえた現況と課題 ⑩「⑨」を踏まえた目指す状態

防災・安全4

交通安全対策の
推進

交通事故発生件数は減少傾
向にあるものの、高齢者の
事故は依然として多く、交通
関係機関や団体との協議を
継続しながら、更に対策を進
める必要があります。

安心して暮らせ
る安全社会の
構築

2

地域活動支援課

2 防犯対策の推進

刑法犯発生件数は減少傾向
にあるものの、身近な犯罪で
ある窃盗が約８割を占めて
おり、地域における防犯活
動を維持するとともに、防犯
協会連合会等の関係団体が
より連携を強めた活動を実
施する必要があります。

【事務局意見】
・レジ袋有料化により、マイ
バッグを使った万引きなどが
増加。
・コロナ禍における経済状況
の悪化による犯罪増加。

【企画課からの提案】
刑法犯発生件数は年々減少
傾向にあるものの、市民に身
近な犯罪（乗り物盗、万引き）
や、不安に感じる事象（子供
や女性を対象とする声かけ
事案など）が依然として発生
している現状にあります。こ
れらの被害に遭わないため、
防犯協会等の関係団体と連
携を密にした、自主防犯活動
を更に推進する必要がありま
す。

↑経済状況の悪化等による
社会情勢の変化により、犯罪
増加が懸念されるようなこと
があれば視点の一つとしてご
検討ください（企画課）

【②について】
【事務局意見】
・「レジ袋有料化により、マイ
バッグを使った万引きなどが
増加。」、「コロナ禍における
経済状況の悪化による犯罪
増加。」
→令和２年10月末時点での
刑法犯認知件数は減少傾
向にあるが、今後増加が予
想される犯罪手口は、現時
点では推測することが困難
と考え、反映しない。

【企画課からの提案】
同上の理由から、現時点で
は反映しない。

【作業部会の意見】
・長野県は横断歩道での車
の一時停止率が全国１位で
あることをアピールして、長野
から全国へ波及させる必要
がある。
・高齢者ドライバーは依然と
して増加しており、交通事故
の備えがより一層必要であ
る。
・ヘルメットを着用しない自転
車利用者が多い。

【事務局意見】
・コロナ禍でテイクアウト需要
が高まり、飲食等のデリバ
リー増加による軽車両の交
通事故の増加が見込まれ
る。
・山間地での安協消滅や、存
続危機により活動が継続で
きない。

【企画課からの提案】
交通事故発生件数は年々減
少傾向にあるものの、高齢者
が係る死亡事故の割合が高
止まり状態（約60％）で推移
している状況にあります。
運転者と歩行者の両方に加
齢を伴う身体機能の変化を
自覚してもらうための、参加・
体験型の安全教育への参画
や、運転に不安を感じるドラ
イバーへの運転免許返納の
促進、サポカーへの乗り換え
を促すための購入補助制度
の周知、自転車の交通安全
啓発の強化などを実施する
必要があります
。
↑令和元年度時点での長野
県の自転車の交通事故件数
は減少傾向にあるようです
が、今後の課題の一つとして
懸念事項があればご検討く
ださい。（企画課）

【②について】
【作業部会の意見】
・「長野県は横断歩道での
車の一時停止率が全国１位
であることをアピールして、
長野から全国へ波及させる
必要がある。」
→一市町村のみではなく、
県全体としてアピールすべ
きものと考えるため、反映し
ない。
・「高齢者ドライバーは依然
として増加しており、交通事
故の備えがより一層必要で
ある。」
→今後の高齢化社会を見据
えた場合、運転者と歩行者
を含めた高齢者全体として
備えるべきものと考え、反映
しない。
・「ヘルメットを着用しない自
転車利用者が多い。」との意
見
→ヘルメットの着用率の向
上と自転車事故の減少率は
必ずしも比例しないと考え、
反映しない。
【事務局意見】
・「コロナ禍でテイクアウト需
要が高まり、飲食等のデリ
バリー増加による軽車両の
交通事故の増加が見込ま
れる。」
→反映させる。
・「山間地での安協消滅や、
存続危機により活動が継続
できない。」
→組織の存亡と事故減少と
は、直接関係しないと考え
る。対応策については別途
検討したい。

【企画課から提案】
・「自転車」に関する提案に
ついて反映させる。

●高齢者に係る死亡事故
の割合が高止まり状態
（約60％）で推移している
状況にありますので、より
一層対策を進める必要が
あります。

●自転車のルール違反を
原因とする交通事故が、
全自転車事故の半数以上
を占めており、交通ルー
ルの周知やマナーの向上
を図る必要があります。

市民が交通事故の被害者・
加害者になることなく、安全
に安心して生活している。

【作業部会の意見】
・車と歩行者がともに安全な
まち（意識の向上）
・交通事故ゼロのまちにす
る
・公共交通機関の活用を見
直し、必要な人にきめ細か
い運用をする
・公共交通の利用しやすい
まち

【企画課からの提案】
市民の交通安全意識の高さ
を維持し、交通事故の被害
者・加害者になることなく、
安全に安心して生活してい
る。

1

地域活動支援課

刑法犯発生件数は年々減
少傾向にあるものの、市
民に身近な犯罪（乗り物
盗、万引き）や、不安に感
じる事象（子供や女性を対
象とする声かけ事案など）
が依然として発生している
現状にあります。これらの
被害に遭わないため、防
犯協会等の関係団体と連
携を密にした、自主防犯
活動を更に推進する必要
があります。

市民の防犯意識が高く犯罪
被害に遭うことなく、安全に
安心して生活している。

【企画課からの提案】
市民の防犯意識が高く、自
主防犯活動に地域で取り組
み犯罪被害に遭うことなく、
安全に安心して生活してい
る。

【⑦について】
・企画課からの提案につい
ては、具体的な事項である
ため、主な取組に反映でき
るか検討したい。

市民の防犯意識が高く犯罪
被害に遭うことなく、安全に
安心して生活している。

【⑦について】
【作業部会の意見】
・「車と歩行者がともに安全
なまち」、「交通事故ゼロの
まちにする」は、その旨が現
行のものに含まれているた
め、特に記載は変えない。

・「公共交通機関の活用を見
直し、必要な人にきめ細か
い運用をする」は、この施策
分野には当てはまらないた
め、反映しない。（７都市整
備分野政策２拠点をつなぐ
ネットワークの充実に該当）

・企画課からの提案は、主な
取組の１つとして実施してい
きたい。

市民が交通事故の被害者・
加害者になることなく、安全
に安心して生活している。
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第五次長野市総合計画基本計画　現況と課題及び目指す状態（防災・安全分野）
②第１・２回作業部会の意
見・企画課からの提案

③第３回作業部会の意見
④「②・③」に対する担当課
の考え方（意見）

⑦第１・２回作業部会の意
見・企画課からの提案

⑧第３回作業部会の意見
⑨「⑦・⑧」に対する担当課
の考え方（意見）

担当課⑥目指す状態分　　野 政　　策 施　　策 ①現況と課題（前期） ⑤「④」を踏まえた現況と課題 ⑩「⑨」を踏まえた目指す状態

4 防災・安全 2
安心して暮らせ
る安全社会の
構築

市民窓口課3
安全な消費生活
の確保

●消費生活相談件数は減少
傾向であるにもかかわらず、
通信販売（インターネット等）
に関する被害件数は横ばい
で推移していることから、消
費生活に関する情報提供な
どにより対策を講じる必要が
あります。

●特殊詐欺の認知件数が増
加しているため、関係団体や
地域の関係者との連携によ
る対策の必要性が高まって
います。

【作業部会の意見】
・新型コロナ感染症による外
出自粛の影響で家族と過ご
す時間が多くなり、会話も増
えることで意識の醸成や被害
の抑制につながった。

【事務局意見】
・新型コロナ詐欺への注意喚
起
【企画課からの提案】
・悪質商法や特殊詐欺は常
に新たな手口が発生し・巧妙
化しており、消費生活相談件
数は年々増加しています。相
談内容をみると通信販売（イ
ンターネット等）に関する割合
が、３割を占めています。広
報媒体と出前講座を有効に
活用し、被害手口を幅広く周
知し、地域住民の口コミや家
庭での啓発等により地道に
意識の醸成を図ります。

・特殊詐欺の認知件数は減
少しているものの、関係団体
や地域の関係者との連携に
よる対策の必要性も高まって
います。

【②について】
・新型コロナ禍で地域の交
流の場であった行事やイベ
ントが制限され、巣ごもりに
よる余暇の時間が増え、通
信販売（定期購入やネット通
販）に関する相談（被害）が
増加している。

・特殊詐欺の認知件数と被
害額は、県警が担当。件数
は、年度で減少傾向ではあ
るが、今年10月末報告で
23件　56,703千円、昨年同
期と比較し、2件　20,779千
円増加している。

●悪質商法や特殊詐欺は
常に新たな手口が発生
し・巧妙化しており、消費
生活相談件数は年々増加
している。

●新型コロナ禍で地域の
交流の場であった行事や
イベントが制限され、巣ご
もりによる余暇の時間が
増え、通信販売と訪問販
売に関する相談（被害）が
増加している。

●広報媒体と出前講座
（消費者教育）を有効に活
用し被害手口を幅広く適
時適切に周知し、地域住
民の口コミや関係団体、
地域の関係者との連携に
より地道に意識の醸成を
図る。

市民の消費生活における健
全な環境が確保され、安全
で安心な暮らしを送ってい
る。

【作業部会の意見】
・特殊詐欺の減少を目指す

【企画課からの提案】
関係団体や地域の関係者と
の強い連携により高齢者等
が特殊詐欺から守られ、市
民の消費生活における健全
な環境が確保され、安全で
安心な暮らしを送っている。

↑特殊詐欺の認知件数が
減少傾向にありますが、詐
欺被害に遭っていることを自
覚していない情報弱者等も
いるかと思われ、そういった
人々も犯罪から守るという視
点で追記しました。
目指す状態の一つとしてご
検討ください。（企画課）

【⑦について】
・特殊詐欺は、警察が担当
し、啓発活動も各住民自治
協議会の「安心・安全部会
（防犯）」が、地域で活動を
行っている。[地域活動支援
課]

・当センターでも出前講座を
活用し、「悪質商法の手口と
対応/特殊詐欺の被害に遭
わないために」と題して、被
害未然防止を地域と協働で
消費者教育の普及を図って
いる。また、高齢者等を狙っ
ての悪質商法の未然防止に
「見守りネットワーク」を運用
し、地域の見守り役の「民生
児童委員」と協働で活動して
いる。

関係団体や地域の関係者と
の強い連携により市民の消
費生活における健全な環境
が確保され、安全で安心な
暮らしを送っている。
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第五次長野市総合計画後期基本計画　現況と課題及び目指す状態（教育・文化分野）　
①現況と課題（前期計画）

②第１・２回作業部会の
意見・企画課からの提案

④ 「②・③」に対する担当課の
考え方（意見）

⑤ 「④」を踏まえた現況と課題 ⑥目指す状態
⑦第１・２回作業部会の
意見・企画課からの提案

⑨ 「⑦・⑧」に対する担当課の
考え方（意見）

⑩ 「⑨」を踏まえた目指す状
態

担当課

【⑦について】
・第３期しなのきプランで
は、主体的に追究する力
や協働的な学びを進める
計画を立てていますの
で、右のとおりとした。

子どもが社会でたくましく
生きていくために、主体的
に探究したり、協働的に
学んだりしながら、必要な
学力・体力を身に付け、人
間性豊かに成長してい
る。

学校教育
課

（高校生への支援につ
いて）
・施策に高等教育までの
充実と書いてある。市と
して市立はわかるが、他
はわからないという回答
になっている。管轄下に
ないことを重々承知して
いるが、例えば県と協力
して等の記載はできる
か。高校までと書いてあ
るのに高校はやらない
のかというのは違和感
がある。長野市では市
立しかわかりませんとい
う課題なのかもしれない
が、何か反映させること
はできるか。

・一つは高校生に対する
支援で経済的な支援と
いったアプローチがあれ
ば、同じ市内で住んでい
る高校生と横串できるよ
うな学びの機会を提供
する視点があるのでは
ないか。市独自にやると
いう形でなくともNPOと
連携しながら探求的な
学びや課外活動の支援
について検討いただき
たい。

（文言について）
・文言について、近年の
学習指導要領に沿って
いくと、「主体的・対話的
で深い学び」という表記
がある。そこで使われる
文言が「探求的な学習、
探求的な学び」といった
表現が使われることが
あり、もし可能であれ
ば、「主体的に追及」を
「主体的に探求」に変え
れば、昨今の学習指導
要領を踏まえたものにな
り、このキーワードに着
目しながら探求的な学
びを提供するような横串
の高校生の支援という
形ができるのではない
か。

【②について】
・市立長野高等学校に限
定する場合であれば、現
況と課題に入れ込むこと
は可能であるが、長野市
に住む高校生全体に向け
た支援となると入れ込む
ことが難しい。

・「個別最適な学び」と「協
働的な学び」の実現が子
どもの「知・徳・体」をバラ
ンスよく育む重要な要素
と考えており、この2つの
学びの実現が、しなのき
プランの目指す人間像
「グローバルな視野を持
ちながら、ローカルにたく
ましく生きる自立した18
才」に向かうものと考えて
いる。

【③について】
（高校生への支援につい
て）
現在、長野県ＮＰＯセン
ターにおいて、若者が活
躍するユースリーチ活動
を展開しており、学校を限
定せず様々な高校生が
集まってボランティアを含
めた活動をしている。本
市ではこうした活動を高
校生に紹介し、参加を促
している。また、市立長野
高校では課題探究学習
の成果を市内県立高校、
および長野高専と共有
し、連携を深めている。

（文言について）
意見を踏まえ、文言に反
映させる。

●学力は中学生になると
全国平均を下回る状況が
続きましたが、諸調査等
の結果に基づく指導改善
の取り組み等により、全
国平均と同等になってお
ります。学力の向上につ
いて、新学習指導要領の
趣旨を踏まえ、全ての児
童生徒が適切かつ効果
的な学習成果が得られる
よう、家庭・地域・事業所
等と協働しながら、個別
最適な学び・協働的な学
びの実現に向け取り組む
必要があります。
また体力は、男子は全国
平均を上回る種目が多い
傾向にあり、女子は全国
平均を下回る種目が多い
傾向にあります。体力の
向上について、多様な特
性を持つ児童生徒や運動
に親しめていない児童生
徒が日常的に運動できる
環境を整備する必要があ
ります。

●平成30年６月に、長野
市活力ある学校づくり検
討委員会から示された
「少子化に対応した子ども
にとって望ましい教育環
境の在り方」（答申）に
沿った活力ある学校づくり
を推進していく必要があり
ます。

子どもが社会でたくまし
く生きていくために必要
な学力・体力を身に付
け、人間性豊かに成長
している。

⑧第３回作業部会の意
見

1

乳幼児期
から高等
教育までの
教育の充
実

●目標に向かって努力
を継続できる力や自己
をコントロールする力に
秀でた児童・生徒が
育っている一方で、知
識・理解や思考力など
の学力は、中学生にな
ると全国平均を下回っ
ています。また、体力
は学年が上がるにつれ
て全国平均を下回る種
目が多い傾向にありま
す。子どもの学力・体
力だけでなく、意欲や
態度などテストで計る
ことのできない資質や
能力をバランスよく伸
ばせるよう、更に教育
を充実する必要があり
ます。

●国において小学校か
ら中学校までの義務教
育を行う「義務教育学
校」が新設されたことな
どから、今後の学校の
あり方を含め、学校教
育制度の多様化・弾力
化を検討する必要があ
ります。

【作業部会の意見】
・社会的な自立ができる
支援が少ない。
【事務局補足】
・将来の社会的・職業的
な自立につながる取り組
みについての意見です。

・長野市に住む高校生が
同じように学び、経験でき
るようにしてほしい。

【企画課からの提案】
・学力、体力・運動能力に
ついて、現況と課題で触
れられていますが、将来
の自立に向けたキャリア
教育、幼・保・小・中・高の
連携等についても触れる
ことはできるでしょうか。
・作業部会委員から、高
校生への支援に関する意
見が出ています。市に関
する高校は、市立長野高
等学校のみですが、現況
と課題に入れ込むことは
可能でしょうか。

分　　野 政　　策 施　　策
③第３回作業部会の意
見

【作業部会の意見】
・機械的な人ではなく、自
分の意見をしっかり持て
る子どもになる。
・先生がまとめる学校で
はなく、先生も子どもも主
体となる学校
・多様性を受け入れられ
る人作り
・仕事をしたい、仕事が楽
しそうと子ども達が思える
環境

・子ども達がクラブ活動を
楽しめる
・部活より地域のサーク
ルで活動する。

・大学生・高校生がもっと
小学生に関わる環境・学
習機会作り

・教育にあまりお金がか
からない環境

【企画課からの提案】
・主体的に判断する力
や、他者との関係を築い
ていく力等について、目
指す状態で触れることは
できるでしょうか。

1

未来を
切り拓く
人材の
育成と
環境の
整備

教育・
文化

5
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第五次長野市総合計画後期基本計画　現況と課題及び目指す状態（教育・文化分野）　
①現況と課題（前期計画）

②第１・２回作業部会の
意見・企画課からの提案

④ 「②・③」に対する担当課の
考え方（意見）

⑤ 「④」を踏まえた現況と課題 ⑥目指す状態
⑦第１・２回作業部会の
意見・企画課からの提案

⑨ 「⑦・⑧」に対する担当課の
考え方（意見）

⑩ 「⑨」を踏まえた目指す状
態

担当課
⑧第３回作業部会の意
見

分　　野 政　　策 施　　策
③第３回作業部会の意
見

市の不登校児童・生徒の
在籍率は国・県同様、
年々増加傾向にありま
す。学校に登校すること
だけをよしとするのではな
く、一人ひとりの子どもた
ちに応じて、適切な支援
を継続して行っていく必要
があります。引き続き、
SDGsの理念である「誰一
人取り残さない」という視
点をもち、関係機関との
連携を強化して、不登校
やいじめの未然防止、
様々な特性をもった子ど
もへの対策とともに、一人
ひとりの子どもが社会的
自立ができるよう対策を
講じる必要があります。

不登校やいじめに悩む
子ども、障害のある子
ども、社会的援助を必
要とする子どもなど、子
どもに応じた適切な支
援の下、安心して学習
に取り組んでいる。

【作業部会の意見】
・教育にあまりお金がか
からない環境

・若者と地域をつなぐ
→若者も地域の担い手に
・若者の居場所（NPOとの
共同）
→長野のイメージアップ
になる

【企画課からの提案】
・地域の育成会等が主体
となり、子どもの学びや育
ちを支える、地域を見守っ
ていくという視点は入れら
れるでしょうか。
・地域の中の学校、地域
として子どもを支えていく
という視点は入れられる
でしょうか。

【⑦について】
作業部会と企画課の意
見・提案内容は、その旨
が現行のものに含まれて
いるため、特に記載は変
えない。

家庭・地域・学校が相互
連携により教育力を向上
し、子どもの学びや育ちを
支えている。

家庭・地
域学びの
課

【②について】
作業部会と企画課の意
見・提案の趣旨は、その
旨が現行のものに含まれ
ているが、本文中「家庭・
地域・学校の相互連携に
より」を追加する。

全国学力・学習状況調査
の質問項目で「家の人と
学校での出来事について
話をしている」と回答した
児童・生徒の割合は全国
平均とほぼ同じです。ま
た、「今住んでいる地域の
行事に参加している」と回
答した割合は全国と比べ
て大きく上回っています。
引き続き、子どもを健や
かに育むために、家庭・
地域・学校の相互連携に
より、学びや育ちを支えて
いく必要があります。

家庭・地域・学校が相
互連携により教育力を
向上し、子どもの学び
や育ちを支えている。

【作業部会の意見】
・市内の他地区からの転
居が多く、その地区のこと
を学ぶ機会が少ない（親
が知らないので、子も知ら
ない。）

【事務局】
・家庭の教育力が低下し
ている。家庭によって差
がある。
・子どもが地域で安全に
遊べる環境が整っていな
い。

【企画課からの提案】
・家庭・地域が連携して子
どもの学びや育ちを支え
ていくという視点は入れら
れるでしょうか。
・あらゆる世代がつながる
地域像に触れることはで
きるでしょうか。
・親も子どもも共に学び、
地域の活動に参加してい
くという点に触れることは
できるでしょうか。

2
子どもに応
じた支援の
充実

学校評価アンケートに
よると、児童・生徒の８
割以上が学校は楽しく
安心できる場所だと感
じている一方で、不登
校児童・生徒の在籍比
は全国や県と比べると
高い状態が続いていま
す。引き続き、関係機
関との連携を強化し
て、不登校やいじめの
未然防止などの対策を
講じる必要がありま
す。

【作業部会の意見】
・長野市の学校の不登校
の実態がわからない。
・不登校対策では、それ
ぞれに合った支援と言い
ながら「通信制」高校の情
報提供がされないことが
変である。（復学率）
・本校が長野市にない通
信制高校の場合、長野市
の子なのに大会のチラシ
が来ないので大会に出ら
れない。
・不登校の子の学校卒業
時に、ひきこもり支援に繋
げる。

【企画課からの提案】
・中学から高校、高校卒
業後の支援のつながりに
ついて触れることはでき
るでしょうか。
・特別支援教育に関する
指標がないため、現況と
課題で触れることは難し
いと思いますが、不登
校、いじめと共に障害の
ある子どもへの支援につ
いても触れることはできる
でしょうか。

【作業部会の意見】
・子ども達が安全に生活
ができる学校生活

・不登校となる全ての子
どもの居場所（フリース
クールを含む）と行政の
連携を推進する。
・ひきこもり（家族も）の居
場所があるまち

【企画課からの提案】
・子どもだけでなく、家族
も含めた支援についての
記載はできるでしょうか。

【⑦について】
・第３期しなのきプランで
は、安心安全という項目
で計画を立てていますの
で、右のとおりとした。
・学校以外の居場所との
連携について右のとおり
とした。。
・居場所を含め、家庭の
支援も含むことをふまえて
右のとおりとした。

不登校やいじめに悩む子
ども、様々な特性のある
子ども、社会的援助を必
要とする子どもなど、子ど
もに応じた適切な支援の
下、外部機関と連携し、一
人ひとりに合わせて安心
安全に学習に取り組んで
いる。

学校教育
課

【②について】
・不登校の実態について
は、毎年国の調査依頼が
あり、基本計画の「現況と
課題」に小・中学生別の
在籍率を、国・県の数値と
ともにグラフ化しています
ので、ご覧いただきたい。
・高校については、県教
育委員会の管轄になり、
復学率については把握で
きない。
・特別支援教育について
は、成果指標を数字とし
て出すことが困難であり、
現況と課題で具体的に触
れることは難しいが、提案
をふまえて右のとおりとし
た。
・卒業時には、進路先の
調査を行い、必要であれ
ば、部局と連携している。

3

家庭・地
域・学校の
相互連携
による教育
力向上

全国学力・学習状況調
査の質問項目で「家の
人と学校での出来事に
ついて話をしている」と
回答した児童・生徒の
割合は全国平均とほ
ぼ同じです。また、「今
住んでいる地域の行事
に参加している」と回答
した割合は全国と比べ
て大きく上回っていま
す。引き続き、子どもを
健やかに育むために、
学びや育ちを支えてい
く必要があります。

未来を
切り拓く
人材の
育成と
環境の
整備

1

教育・
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第五次長野市総合計画後期基本計画　現況と課題及び目指す状態（教育・文化分野）　
①現況と課題（前期計画）

②第１・２回作業部会の
意見・企画課からの提案

④ 「②・③」に対する担当課の
考え方（意見）

⑤ 「④」を踏まえた現況と課題 ⑥目指す状態
⑦第１・２回作業部会の
意見・企画課からの提案

⑨ 「⑦・⑧」に対する担当課の
考え方（意見）

⑩ 「⑨」を踏まえた目指す状
態

担当課
⑧第３回作業部会の意
見

分　　野 政　　策 施　　策
③第３回作業部会の意
見

【作業部会の意見】
・オンラインを活かす地域
づくり（世代別ＩＴ講座、電
子図書館、Ｗｅｂ配信）
【事務局補足】
・コロナ禍で高齢者等が
参加する講座ができない
ため、オンラインを活用し
た世代別ＩＴ講座等ができ
ればという意見でした。

【事務局】
・幸せ実感モニターから、
講座開催の情報が届か
ない、知らないという意見
が出ている。

【企画課からの提案】
・委員からは、「コロナを
チャンスに」という声もあ
りました。
・子育て中の母親等も含
め、あらゆる世代が利用
しやすい講座や施設、
サービスの充実に触れる
ことはできるでしょうか。

【②について】
オンライン環境が整てい
ない方や
高齢者向けに初歩的なパ
ソコンやタブレット、スマホ
講座などを実施しており、
先ず機器の使い方等の
習得を広めている。

講座や施設の周知、内容
の充実、施設運営など
は、工夫が必要と考えて
いるため、特に記載は変
えないが、「交流セン
ター」を追加する。

生涯学習センターや公民
館、交流センターを利用し
て生涯学習に取り組む若
い世代が少ないことから、
これらの世代が利用しや
すいよう、講座や施設の
周知、内容の充実、施設
運営などを検討する必要
があります。

家庭・地
域学びの
課

市民が市立公民館など
での学びの成果を、地
域づくりに活かしてい
る。

【作業部会の意見】
・学びの関係人口から
様々な分野（しごと、地域
文化、スポーツ）への繋
がり
・若者と地域をつなぐ
　→若者も地域の担い手
に
・若者の居場所（NPOとの
共同）
　→長野のイメージアップ
になる

【事務局】
・40歳代までの幸せ実感
モニターからは、肯定的
な意見が出ていない。若
い世代は、地域づくりにつ
ながる学びを受ける機会
がないと感じています。

【企画課からの提案】
・若者が地域の活動に参
加したくても、年長者の意
見が強くなかなか参加し
にくいという意見が委員
から出ました。
若者も地域の担い手にな
り、地域の活動に貢献で
きる姿等にも、触れること
はできるでしょうか。
・若い世代も参加しやす
い環境の整備、地域づく
りにつながる内容を前面
に出していくことはできる
でしょうか。
・上記事項が無理であれ
ば、「市民が」→「あらゆる
世代が」といった表現は
どうでしょうか。

【⑦について】
左記の地域づくりにつな
がる施策は、地域・市民
生活部が関連していると
思われ、本計画の「政策１
市民が主役のまちづくり
の推進」に該当するものと
考える。この施策の分野
に当てはまらないため、
反映させない。

人との交流であったり、学
びの中で育まれる向上意
欲であったり、その交流や
意欲が、地域での繋がり
や連携など地域づくりに
活かされると考えている。

あらゆる世代の人が公民
館や交流センターなどで
地域を学び、地域づくりに
活かしている。

2

学習成果
を活かした
地域づくり
への参加
促進

生涯学習が住民主体
の地域づくりにつなが
ることから、市立公民
館の指定管理者制度
の導入を受託可能な住
民自治協議会から進
めています。公民館活
動を更に活発化し、市
民が生涯学習を通じて
充実感を得られ、地域
づくりに活かせるよう支
援する必要がありま
す。

【事務局】
・幸せ実感モニターから、
公民館の講座内容が、地
域づくりの視点が薄くなっ
てきているという意見があ
ります。
・住民自治協議会とのさ
らなる連携が必要。

【企画課からの提案】
・施策5-1-3と重なる部分
もあると思いますが、若
者も参加しやすい環境を
整える必要もあるかと思
います。

【②について】
「地域の学び」講座を、本
市の生涯学習推進の主
要事業の一つとして位置
付け、「家庭の学び」と「フ
レイル予防」の3本柱で進
めている。

また、指定管理業務のほ
か、連携事業（講座等）に
ついては、住民自治協議
会の負担が大きくなって
いる。

作業部会の意見は、その
旨が現行のものに含まれ
ているため、特に記載は
変えない。

生涯学習が住民主体の
地域づくりにつながること
から、市立公民館の指定
管理者制度の導入を受
託可能な住民自治協議
会から進めています。公
民館活動を更に活発化
し、市民が生涯学習を通
じて充実感を得られ、地
域づくりに活かせるよう支
援する必要があります。

1
生涯学習
環境の充
実

生涯学習センターや公
民館を利用して生涯学
習に取り組む若い世代
が少ないことから、これ
らの世代が利用しやす
いよう、講座や施設の
周知、内容の充実、施
設運営などを検討する
必要があります。

家庭・地
域学びの
課

ライフステージに応じた
学びの機会が提供さ
れ、多くの市民が学び
を実践している。

【作業部会の意見】
・あらゆる世代の人が自
由に学べる環境

【事務局】
・幸せ実感モニターから
は、講座の情報がない、
高齢者対象のものしかな
いという意見がある。

・子育て世代が参加しや
すい環境（例えば託児
サービスを提供する、オ
ンラインでも受講できる
等）があるといい。

【企画課からの提案】
・あらゆる世代に講座の
情報が届く環境、あらゆ
る世代が講座を受講でき
る環境について触れるこ
とはできるでしょうか。

②作業部会の意見欄の
幸せ実感モニターから、
「講座開催の情報が届
かない、知らないという
意見が出ている」が、⑨
担当課の考え方は、ツ
イッター等で周知してい
るから表記は変えないと
なっている。幸せ実感モ
ニターからの、「出しても
らってはいるが、伝わら
ないですよ」という意見
だと思う。「施策5-5-1の
国際交流活動の推進」
の⑩目指す状態には
「多くの市民がSNS等を
活用した周知を通じて」
と敢えて文言で書いてい
る。やりたい方向性はす
ごくわかるが、幸せ実感
モニターのことを考えた
ら、CMしている人はわ
かるけれど、もうちょっと
周知を頑張っているとい
うことを入れてほしい、と
いう気持ちがあるのでは
ないか。認識の間違い
があってはいけないの
で、教えてもらいたい。

【⑦について】
乳幼児期、青少年期、成
人期、高齢期に分けたそ
れぞれの段階のステージ
での学びの機会や場の提
供についての情報提供
は、主に使用されている
媒体等があることから、各
公民館・交流センター発
行の館報をはじめ、地区
回覧物（チラシ）、公式
ホームページ、ツイッター
等で周知していることか
ら、特に記載は変えない。

【⑧について】
目指す状態は、多くの市
民が学びを実践している
状態であるので、状態に
は反映させないが、状態
に至るまでのプロセスとし
て学習情報の提供を追加
する。

ライフステージに応じた学
習情報や学びの機会が
提供され、多くの市民が
学びを実践している。

教育・
文化

5

豊かな
人生を
送るた
めの学
習機会
の提供

2

豊かな
人生を
送るた
めの学
習機会
の提供

2

教育・
文化

5
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第五次長野市総合計画後期基本計画　現況と課題及び目指す状態（教育・文化分野）　
①現況と課題（前期計画）

②第１・２回作業部会の
意見・企画課からの提案

④ 「②・③」に対する担当課の
考え方（意見）

⑤ 「④」を踏まえた現況と課題 ⑥目指す状態
⑦第１・２回作業部会の
意見・企画課からの提案

⑨ 「⑦・⑧」に対する担当課の
考え方（意見）

⑩ 「⑨」を踏まえた目指す状
態

担当課
⑧第３回作業部会の意
見

分　　野 政　　策 施　　策
③第３回作業部会の意
見

市民の文化芸術活動が
盛んで、各地域には伝統
芸能が広く伝わっており、
平成27年善光寺御開帳
プロジェクトや長野市芸術
館の開館により、市民の
関心も高まっています。
今後も鑑賞・発表など市
民が気軽に文化芸術に
親しめる機会の提供を進
める必要があります。
また、県北部の中核市と
して、近隣市町村と連携
しながら、継続的な発展
を進める必要がありま
す。

指定文化財をはじめとす
る有形・無形の歴史・文
化遺産があり、観光資源
や地域住民のよりどころ
として保存・継承されてい
ます。引き続き、指定文化
財などの保存と活用を進
めるとともに、適切に継承
されるよう担い手の確保
などを支援する必要があ
ります。

【作業部会の意見】
・日常の中の「文化」、「芸
術」、「スポーツ」
・誰でもいつでもどこでも
文化活動・スポーツ活動
を楽しめる
・もっと気軽に（文化活動
に）チャレンジできる

【事務局】
・子育て世代も参加でき
る、親子で一緒に気軽に
楽しめる活動があっても
いい。

【企画課からの提案】
・あらゆる世代が文化芸
術に親しめるという視点
を入れることはできるで
しょうか。

【⑦について】
・作業部会の意見及び企
画課からの提案について
は、その旨が現行のもの
に含まれているため、特
に記載は変えない。

指定文化財などが適切に
保存・継承・活用され、魅
力ある地域づくりにつな
がっている。

文化財課
（文化芸
術課）

【作業部会の意見】
・日常の中の「文化」、「芸
術」、「スポーツ」

【企画課からの提案】
・子どもや若い世代、他地
区から転入してきた人も
参加しやすい環境を整え
るという点に触れることは
できるでしょうか。

指定文化財などが適切
に保存・継承・活用さ
れ、魅力ある地域づくり
につながっている。

2

文化の継
承による魅
力ある地
域づくりの
推進

指定文化財をはじめと
する有形・無形の歴
史・文化遺産があり、
観光資源や地域住民
のよりどころとして保
存・継承されています。
引き続き、指定文化財
などの保存と活用を進
めるとともに、適切に継
承されるよう担い手の
確保などを支援する必
要があります。

【作業部会の意見】
・地域文化（お祭りなど）
の保護と発信
・伝統・古典芸能を残した
い

【事務局】
・幸せ実感モニターから、
後継者が不足していると
いう意見があります。
また、引っ越して来た人た
ちは参加できないという
意見もあります。

【企画課からの提案】
・伝統文化・芸能の継承
者がいないという課題に
ついて触れるのはどうで
しょうか。
・子どもや若い世代、新た
に住民となった人等も参
加しやすい環境を整える
ということについて触れる
ことはできるでしょうか。

【②について】
・作業部会の意見及び企
画課からの提案について
は、その旨が現行のもの
に含まれているため、特
に記載は変えない。

1

多彩な文
化芸術の
創造と活動
支援

市民の文化芸術活動
が盛んで、伝統芸能や
野外彫刻が数多くあり
ます。また、文化芸術
活動の拠点となる長野
市芸術館が開館してか
らは、鑑賞や発表の場
が充実し、市民の関心
も高まっています。この
機運を継続し、より多く
の市民が文化芸術に
親しめる機会の提供と
環境づくりを進める必
要があります。

【作業部会の意見】
・大衆演芸を見たい

【企画課からの提案】
・5-3-2の「文化の継承に
よる魅力ある地域づくりの
推進」と伝統芸能の継承
の部分が重複していま
す。5-3-1では、伝統芸能
以外の鑑賞、活動支援に
ついて触れることはでき
るでしょうか。

【②について】
・作業部会の意見は現行
に含まれているため、反
映させない。
・伝統芸能も文化芸術の
１つであるため、分けて記
載することは難しいが、標
記方法を見直す。

【⑦について】
・表現方法を変更し、反映

子ども、高齢者、障害者な
ど、あらゆる人々が日常
から気軽に文化芸術に触
れ、常に活発な文化芸術
活動が行われている。

文化芸術
課

だれもが気軽に音楽、
美術、演劇など文化芸
術に親しんでいる。

魅力あ
ふれる
文化の
創造と
継承

3

3

魅力あ
ふれる
文化の
創造と
継承
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第五次長野市総合計画後期基本計画　現況と課題及び目指す状態（教育・文化分野）　
①現況と課題（前期計画）

②第１・２回作業部会の
意見・企画課からの提案

④ 「②・③」に対する担当課の
考え方（意見）

⑤ 「④」を踏まえた現況と課題 ⑥目指す状態
⑦第１・２回作業部会の
意見・企画課からの提案

⑨ 「⑦・⑧」に対する担当課の
考え方（意見）

⑩ 「⑨」を踏まえた目指す状
態

担当課
⑧第３回作業部会の意
見

分　　野 政　　策 施　　策
③第３回作業部会の意
見

大規模スポーツ施設が
充実しており、プロス
ポーツや国際大会・全
国大会などの各種競
技大会が開かれている
ものの、市内のスポー
ツ施設で観戦する市民
の割合は約２割となっ
ています。引き続き、国
際大会などの誘致・開
催や地域密着型プロス
ポーツチーム*の支援
を通じ、「見る」「支え
る」「交流する」などス
ポーツとの新たな関わ
り方や楽しみを広げて
いく必要があります。

【作業部会の意見】
・ＡＣ長野パルセイロ、信
州ブレイブウォリアーズの
プロスポーツの市民の観
戦が少ない。
・ＡＣ長野パルセイロのア
ウェイ観客数が少ない。
・パルセイロ応援のため
の輸送体制が充実してい
ない。

・オンラインを活かす地域
づくりができていない。

【企画課からの提案】
・子どもの無料券配布や
幼・保・小学校等への訪
問等、既に市民向けの企
画が行われていると思い
ます。
コロナ禍でイベントの実施
が難しい中ですが、選手
との交流等を通して、プロ
スポーツチームを身近に
感じることができるかと思
います。

【作業部会の意見】
・ＡＣ長野パルセイロ、信
州ブレイブウォリアーズの
プロスポーツをもっと市民
の皆さんに観戦してもら
いたい。
・ＡＣ長野パルセイロのＪ
２昇格でアウェイのお客
様にも大勢来てもらいた
い。
・パルセイロ応援のため
の輸送体制の充実

・スポーツオンライン観戦
ができる環境

【企画課からの提案】
・プロスポーツチームの取
組みによると思います
が、オンライン観戦、パブ
リックビューイング等の開
催に触れることはできる
でしょうか。

【⑦について】
・スポーツ交流事業の実
施、市の広報での各チー
ムの情報発信、「ホームタ
ウンデー」の開催など、プ
ロスポーツの認知度を高
め、多くの市民の観戦に
つなげる。
・他市の状況を見ると、J１
及びJ２、B１のアウェイ観
戦者数が多いことから、ア
ウェイツーリズム等、ア
ウェイ観戦者の取り込み
を研究する。
・ホームゲームの輸送は、
各チームスポンサーの交
通機関事業者と連携して
対応する。
・各チームの試合は全試
合がネット中継で視聴で
きることから、ホームスタ
ジアムやホームアリーナ
にWi－Fiを整備することで
観戦しながら他会場の試
合を見ることができる環境
を研究する。
・このほか、オリンピック・
パラリンピックを開催した
本市のポテンシャルを活
かし、引き続き国際大会
等を誘致開催するととも
に、オリンピック・パラリン
ピックムーブメントを推進
し、スポーツによる交流人
口の拡大を促進していく。

多くの市民が市内のス
ポーツ施設でスポーツを
観戦するとともに、スポー
ツを通じた交流人口が拡
大し、地域の活性化が進
んでいる。

スポーツ
課

多くの市民が市内のス
ポーツ施設で観戦し、
スポーツを通じた交流
人口が拡大している。

【②について】
オリンピック・パラリンピッ
クを開催した本市のポテ
ンシャルを活かし、引き続
き国際大会・全国大会な
どを誘致開催し、市民の
スポーツへの関心を高め
るとともに、オリンピック・
パラリンピックムーブメント
を推進し、市内外からの
交流人口の拡大を促進し
ます。
また、本市をホームタウン
とする地域密着型プロス
ポーツチームを本市の地
域資源ととらえ、連携する
ことにより、スポーツによ
る産業振興及び地域活性
化を促進します。

　オリンピック・パラリン
ピックを開催したことによ
る有形無形の財産を活用
し、スポーツによる産業振
興が可能な本市の特徴を
十分に活かしていくことが
重要です。
　さらに、オリンピック・パ
ラリンピックを開催した都
市として、本市のプロモー
ションを強化し、オリンピッ
ク・パラリンピックムーブメ
ントを継承するとともに推
進する必要があります。
　また、現在、本市をホー
ムタウンとする地域密着
型プロスポーツチームは4
チームに増加しており、
チームへの愛着が増すこ
とで、地元地域への誇り
や一体感、コミュニティ意
識が高まり、地域の活性
化が進むことから、市内
スポーツ施設で観戦する
市民の割合を、さらに高
める必要があります。

1

だれもがス
ポーツを楽
しめる環境
づくりの推
進

成人のスポーツ実施率
は増加しており、全国
に比べると高い状態に
あります。近年、医療
費の抑制や健康寿命
延伸の観点から、ス
ポーツや運動による日
常的な健康づくりが注
目されており、仕事や
家事、育児で忙しい世
代や高齢者がスポーツ
を身近に感じ、楽しめ
る環境を整備する必要
があります。

【作業部会の意見】
・スポーツを楽しむ子ども
たちに環境整備を充実さ
せたい
・子どもがスポーツをやり
たいと思っても、親が送迎
等に関われないと、子ど
もがスポーツをできなくな
る。
・年齢別（高齢者、中年）
のスポーツの場がない。
相手がほしい。
・新型コロナウイルスの影
響でスポーツの機会が
減っている。

【事務局】
・幸せ実感モニターから、
スポーツ施設へのアクセ
スが悪い（駐車場に入れ
ない、公共交通機関がな
い）との意見が出ていま
す。
・子育て世代（特に母親）
は、スポーツをしたくても
できないことがある。

【企画課からの提案】
成人のスポーツ実施率は
高いですが、子どもの実
施率はどうなのでしょう
か。
幼少期からスポーツに親
しみ、子どもから高齢者ま
であらゆる世代、あらゆる
状況にある人がスポーツ
に親しめるという視点は
どうでしょうか。

2

スポーツを
通じた交流
拡大の推
進

【作業部会の意見】
・日常の中の「文化」、「芸
術」、「スポーツ」
・誰でもいつでもどこでも
文化活動・スポーツ活動
を楽しめる

・子ども達がクラブ活動を
楽しめる。
・部活より地域のサーク
ルで活動する。

・コロナ禍でも安心に運動
できる環境

【事務局】
・子育て世代が参加しや
すい環境（例えば託児
サービスを提供する、オ
ンラインでも受講できる
等）があるといい。

【企画課からの提案】
・あらゆる世代、あらゆる
状況にある人が気軽にス
ポーツに親しめる、生涯
スポーツにつながる取り
組みを行うという視点を
入れることはできるでしょ
うか。

【⑦について】
・子どもの世代におけるス
ポーツ活動の動機づけ
は、継続したスポーツ活
動の「生涯スポーツ」を推
進する上で重要と考える。
・特に中学、高校世代に
ついては、スポーツ庁が
掲げる方針に沿って、学
校の部活を拠点にしたス
ポーツの普及、推進から
スポーツクラブなどの民
間や各種競技団体、総合
型地域スポーツクラブを
拠点とする。
・子どもを預けたり、子ど
もと一緒に参加するなど
により、子育て世代がス
ポーツ活動に参加できる
環境を整える必要があ
る。
・withコロナの中、高齢者
などが安心してスポーツ
活動が実践できるよう、安
全に配慮することが必要

安全・安心で気軽にス
ポーツや運動に親しめる
環境が整い、市民が自分
に合ったスポーツや運動
を楽しんでいる。

スポーツ
課

気軽にスポーツや運動
に親しめる環境が整
い、市民が自分に合っ
たスポーツや運動を楽
しんでいる。

【②について】
子どもから高齢者まで、
各年代の市民が、それぞ
れの体力や年齢、技術、
興味、目的に応じて、効
果的・効率的にスポーツ
に親しむことができる環
境づくりを推進していく。

成人のスポーツ実施率は
増加しており、全国に比
べると高い状態にありま
す。近年、医療費の抑制
や健康寿命延伸の観点
から、スポーツや運動に
よる日常的な健康づくり
が注目されています。
また、子どものスポーツ活
動の実施については、家
庭、地域、学校の連携を
中心にした環境から、民
間や総合型地域スポーツ
クラブ、スポーツの競技団
体などが中心となる環境
整備が求められていま
す。
このことから、子どもや、
仕事、家事、育児等で忙
しい世代、高齢者など各
年代やライフスタイルに
応じて、スポーツを身近に
感じ、楽しめる環境を整
備する必要があります。

5
教育・
文化

5
教育・
文化

4

スポー
ツを軸と
したまち
づくりの

推進

スポー
ツを軸と
したまち
づくりの

推進

4
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第五次長野市総合計画後期基本計画　現況と課題及び目指す状態（教育・文化分野）　
①現況と課題（前期計画）

②第１・２回作業部会の
意見・企画課からの提案

④ 「②・③」に対する担当課の
考え方（意見）

⑤ 「④」を踏まえた現況と課題 ⑥目指す状態
⑦第１・２回作業部会の
意見・企画課からの提案

⑨ 「⑦・⑧」に対する担当課の
考え方（意見）

⑩ 「⑨」を踏まえた目指す状
態

担当課
⑧第３回作業部会の意
見

分　　野 政　　策 施　　策
③第３回作業部会の意
見

2
多文化共
生の推進

外国人住民数は3,000
人台を推移していま
す。今後、国際化が進
展する中、文化や価値
観の違いを受け入れ、
相互理解を深め、外国
人が暮らしやすく共生
できる環境を整備する
必要があります。

【作業部会の意見】
・外国籍の子どもが増え
ている
・Chinese　comunnity etc
私達が孤独にさせてし
まっているのではないか
・一貫した支援体制がな
い。（国際交流、教育、外
国籍の方の暮らし、イン
バウンド）
・言葉の壁の問題
・異文化を受け入れる意
識が大事

【事務局】
・幼少期からの交流や、
相互理解を深める機会が
必要だと思います。

【企画課からの提案】
・作業部会では「多様性
の尊重」が重要視されま
した。「多様性を認め合
う」、「多様性を受け入れ
る」といった「多様性」の文
言を入れることは可能で
しょうか。
・言葉の問題等で外国人
が日本文化に馴染めない
という課題はないのでしょ
うか。
・あらゆる世代の外国人
も日本人もお互いに理解
し合い、お互いに歩み寄
ることが必要だということ
に触れることはできるで
しょうか。

【②について】
・作業部会からの意見
は、その旨が現行のもの
に含まれている。

外国人住民数は4,000人
を超えました。今後、更に
国際化が進展する中、多
様性や価値観の違いを尊
重し、相互理解を深め、
外国人が暮らしやすく共
生できる多文化共生社会
の実現に向けて取組を推
進させる必要があります。

観光振興
課
（インバウ
ンド・国際
室）

文化や習慣などが異な
る外国人にとっても、暮
らしやすい環境が整っ
ている。

【作業部会の意見】
・文化をお互いに理解す
る（言葉だけではなく）
・異文化を受け入れる環
境がある
・デジタル技術（翻訳等）
を活用した交流を進め
る。

【企画課からの提案】
・多様性につながる取り
組み等に触れることはで
きるでしょうか。
例えば、多様性を認め合
う意識の醸成に取り組む
といった視点はどうでしょ
うか。

【⑦について】
・多様性を認め合うこと
は、多文化共生の基盤で
あると考えるため、反映さ
せる。

多様性を認め合い、互い
を尊重している。また、文
化や習慣などが異なる外
国人にとっても、暮らしや
すい環境が整っている。

観光振興
課
（インバウ
ンド・国際
室）

（学校教
育課）

多くの市民が国際交流
に関心を持ち、国際交
流事業に参加し、活動
に関わっている。

【作業部会の意見】
・一校一国運動の推進
・オリンピックレガシーの
誇りを持つ

【事務局】
・幸せ実感モニターから
は、国際交流イベントを知
らない、興味はあるが機
会がない等の意見が出て
います。

【企画課からの提案】
・より効果的な周知方法、
参加しやすい内容等につ
いて触れることはできるで
しょうか。
・当面はコロナ禍に対応
した活動を実施し、状況
が落ち着いた際には、実
際に行き来したりすること
で実体験ができるように
するという点を入れること
はできるでしょうか。

【⑦について】
・事業内容については、具
体的な事項であるため、
目指す状態には反映させ
ない。周知方法に関して
は、追加する。

多くの市民がSNS等を活
用した周知を通じて、国際
交流により関心を持ち、
国際交流事業に参加し、
活動に関わっている。

1
国際交流
活動の推
進

姉妹都市・友好都市な
どとの交流のほか、市
民団体による地域に根
ざした国際交流などの
活動促進にも取り組ん
でいます。更に多くの
市民が事業の参加や
活動に関わり国際交流
を底上げできるよう、活
動を推進するとともに
支援を拡充する必要が
あります。

・単なる国際交流ではな
く、協働して何かを成しと
げることはできないか
・姉妹都市との交流が盛
り上がっていない

【事務局】
・幸せ実感モニターから
は、国際交流の機会がな
い、減っているとの意見
が出ています。
・コロナ禍で交流のあり方
も変わらざるを得ないとい
う課題があると思います。

【企画課からの提案】
・作業部会、モニターの意
見を取り入れることはでき
るでしょうか。
・コロナ禍で実際に行き来
する交流は困難なため活
動が中止になるものもあ
ると思いますが、オンライ
ン等を活用し活動は継続
していくという点を入れる
ことはできるでしょうか。

・現在、往来による国際交
流ができないため、交流
活動の一部をオンライン
に切り替えて、交流を継
続する予定のため、意見
を反映させる。

姉妹都市・友好都市など
との交流のほか、市民団
体による地域に根ざした
国際交流などの活動促進
にも取り組んでいます。更
に多くの市民が事業の参
加や活動に関わり国際交
流を底上げできるよう、活
動を推進するとともに支
援を拡充する必要があり
ます。また、社会情勢の
変化に対応できる新しい
形での交流も行う必要が
あります。

5
教育・
文化

5

国際交
流・多文
化共生
の推進

5

国際交
流・多文
化共生
の推進
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第五次長野市総合計画　現況と課題及び目指す状態（産業・経済分野）

②第１・２回作業部会の
意見・企画課からの提案

④「②・③」に対する担当
課の考え方（意見）

⑤「④」を踏まえた現況と課題 ⑦第１・２回作業部会の
意見・企画課からの提案

⑨「⑦・⑧」に対する担当課
の考え方（意見）

⑩「⑨」を踏まえた目指す状態 担当課分　　野政　　策 施　　策 ①現況と課題（前期基本計画） ③第３回作業部会の意見 ⑥目指す状態（前期基本計画） ⑧第３回作業部会の意見

産
業
・
経
済

6

【作業部会の意見】
・コロナ禍で経済が
落ち込んでいる。回
復が必要

【企画課からの提
案】
・アフターコロナ/
ウィズコロナ時代の
新たな観光

【②について】
作業部会の意見を反映
させる。

継続的な誘客プロモーション
の効果により、市内外国人宿
泊者数の増加傾向が継続して
いましたが、新型コロナウイル
ス感染症の世界的な拡大によ
り、外国人観光客の激減が予
想されます。今後は、ターゲッ
ト国に対する効果的な誘客活
動を継続的に行うとともに、外
国人観光客にとって安心な旅
先として選んでいただけるよ
う、更なるプロモーションの推
進が必要です。

外国人観光客誘客に
向けた効果的な情報
を発信し、充実した受
入環境の下で外国人
観光客が快適に滞在
している。

【作業部会の意見】
・若者、インバウンド
で賑わっている。
・外からの誘客が増
加している。
・おもてなしの心が
ある。

【企画課からの提
案】
・アフターコロナ/
ウィズコロナ時代の
新たな観光
・ＳＤＧsの視点を取
り入れた持続可能
な観光

オリンピック冬季競技大会
開催等で収容能力が高い
会議・宿泊施設が整備さ
れ、スポーツ・文化施設も
充実していることに加え、
高い知名度を活かし、引き
続き多様なコンベンション
を誘致する必要がありま
す。

【作業部会の意見】
・コロナ禍で経済が
落ち込んでいる。回
復が必要

【企画課からの提
案】
・アフターコロナ/
ウィズコロナ時代の
新たな観光

コンベン
ションの
誘致推進

1

魅
力
を
活
か
し
た
観
光
の
振
興

1

豊富な観
光資源等
を活かし
た観光交
流促進

【作業部会の意見】
・若者、インバウンド
で賑わっている。
・外からの誘客が増
加している。
・おもてなしの心が
ある。
・県を代表する交流
都市
・好きな観光地とし
て「長野市」を挙げ
ている人が多くいる
→ファンが増えてい
る。

【企画課からの提
案】
・アフターコロナ/
ウィズコロナ時代の
新たな観光
・Ｚ世代（1995年から
2015年生まれ）に向
けた観光
・ＳＤＧsの視点を取
り入れた持続可能
な観光

【⑦について】
・作業部会の意見につい
ては現行のものに含まれ
ると考えられる。
・Z世代に向けた観光及
びSDGｓの視点を取り入
れた持続可能な観光に
ついては、主な取組に反
映できるか検討する。

豊富な観光資源を活かし、
観光客でにぎわい観光消
費額が増加している。

観光振興課

2
インバウ
ンドの推
進

●市内に豊富な観光資源
がある一方で、市内周遊率
が低く、平均滞在時間が短
い状況にあるため、市内の
魅力ある観光資源等を活
かした観光コンテンツを構
築する必要があります。

●市内観光資源の認知度
を一層高めていくため、効
果的に情報を発信するとと
もに、本市の有するハブ機
能や新幹線などの高速交
通を活用し、より広域的な
観光を展開する必要があり
ます。

【作業部会の意見】
・豊かな自然を活か
しきれていない。
・都市部から近い
が、通過してしまう。
・若者が楽しめる場
所がない
・善光寺、戸隠など
歴史・文化・自然な
どの観光資源があ
る。
・コロナ禍で経済が
落ち込んでいる。回
復が必要

【企画課からの提
案】
・新型コロナウイル
ス感染症拡大による
影響
・ワーケーションの
普及
・先端技術（MaaS
等）の活用

・デジタルを活用した
プロモーションなので
SNS等と限定しない
方が良い。

・若い世代に向けた
プロモーションと新型
コロナウイルス感染
症に対応するための
プロモーションは分け
た方が良い。

【②について】
・作業部会の意見から、
若者に対する市内観光
資源の認知度を高める
必要があるため反映さ
せる。
・作業部会の意見、企
画課からの意見にある
新型コロナの感染拡大
による影響や経済に落
ち込みについては、大
きな課題であるため反
映させる。
・企画課からの提案の
ワーケーションの普及
やMaaS等の活用につ
いては、具体的な事項
であるため、主な取組
に反映できるか検討す
る。

【③について】
作業部会の意見を取り
入れ修正

一人あたりの観光消費額が目
標値を下回っており、観光入
込客も減少傾向であるため、
魅力的な観光コンテンツの構
築やICTを活用した効果的・継
続的な情報発信を行うととも
に、本市の有するハブ機能を
活用した広域的な観光を展開
する必要があります。

豊富な観光資源を活
かし、観光客でにぎ
わい観光消費額が増
加している。

観光振興課

観光客ニーズが多様化し、
アジア圏をはじめとした外
国人観光客が増加してい
ることから、誘客活動を進
めるとともに、外国人が快
適に滞在できる環境を整え
る必要があります。

【⑦について】
企画課から提案のアフ
ターコロナ時代の新たな
観光について、具体的な
取組を検討し、今後の取
組に反映させる。

外国人観光客の誘客に向
けた効果的な情報発信を
行うとともに、充実した受入
環境の下で外国人観光客
が快適に滞在している。

多様なコンベンションが開
催され、参加者でにぎわっ
ている。

観光振興課

・本市の強みとは具
体的に何か。これが
課題であれば目指す
状態を変える必要が
あるのではないか。
・距離の近さだけでは
ないので、現況を詳し
く書いた上で、より近
いエリアとも差別化し
ないといけないので
それを踏まえて目指
す状態を修正する必
要がある。

【②について】
作業部会の意見、企画
課からの意見にある新
型コロナの感染拡大に
よる影響や経済に落ち
込みについては、大き
な課題であるため反映
させる。

【③について】
作業部会の意見を取り
入れ修正

開催地決定に関するハードル
が比較的低い中小コンベン
ションに的を絞った誘致活動
や、デジタルサイネージ等を活
用した開催告知などの支援に
よりコンベンション参加者数は
高水準で推移していましたが、
新型コロナウイルス感染症の
感染拡大により多くの開催が
中止となったことで参加者数
が減少しています。今後は、主
催者や各観光協会等との連携
を強化しながら、多様なコンベ
ンションの誘致を図る必要が
あります。

多様なコンベンション
が開催され、参加者
でにぎわっている。

【作業部会の意見】
・外からの誘客が増
加している。
・おもてなしの心が
ある。

【企画課からの提
案】
・アフターコロナ/
ウィズコロナ時代の
コンベンション誘致
・MICE
企業等の会議
（Meeting）、企業等
の行う報奨・研修旅
行
（IncentiveTravel）、
国際機関・団体・学
会等が行う国際会
議（Convention）、展
示会・見本市、イベ
ント
（Exhibition/Event）
の頭文字であり、多
くの集客交流が見
込まれるビジネスイ

【⑦について】
・企画課からの提案され
ているアフターコロナ/
ウィズコロナ時代のコン
ベンション誘致について
は、具体的な取組を検討
し、今後の取組に反映さ
せる。
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第五次長野市総合計画　現況と課題及び目指す状態（産業・経済分野）

②第１・２回作業部会の
意見・企画課からの提案

④「②・③」に対する担当
課の考え方（意見）

⑤「④」を踏まえた現況と課題 ⑦第１・２回作業部会の
意見・企画課からの提案

⑨「⑦・⑧」に対する担当課
の考え方（意見）

⑩「⑨」を踏まえた目指す状態 担当課分　　野政　　策 施　　策 ①現況と課題（前期基本計画） ③第３回作業部会の意見 ⑥目指す状態（前期基本計画） ⑧第３回作業部会の意見

多様な担
い手づくり
と農地の
有効利用
の推進

1

活
力
あ
る
農
林
業
の
振
興

2

産
業
・
経
済

6

2

地域の特
性を活か
した生産
振興と販
売力強化
の促進

3

森林の保
全と資源
の活用促
進

農業政策課

農家一戸当たりの耕作面
積が小さく、耕地が分散し
ていることに加え、後継者
不足により農業従事者が
減少しているため、農地の
集約化と多様な担い手の
確保などにより、生産性を
高める必要があります。

【作業部会の意見】
・Iターンでの新規就
農のフォローが弱い
（住む場所、畑、コ
ミュニティ）
・開発の機運が高い
（農地→宅地化）
・使われない農地、
未耕作地がある
・農地の放棄地が目
立つ
・耕地が他県に比べ
て小さい
・田園風景が残って
いる。
・果樹や米、麦な
ど、何でも栽培でき
る

【企画課からの提
案】
・アフターコロナ/
ウィズコロナ時代の
新たな観光

【②について】
作業部会の意見及び企
画課の提案について
は、下記取組を行って
いるため、主な取組に
反映するよう検討する。

・県などの関係機関と連
携し新規就農者の営農
上の相談に答えるサ
ポート体制を整えてい
る。
・人・農地プランの実質
化に取り組んでいる。
・農業公社では被災農
地の貸借のマッチング
を進めている。

農家一戸当たりの耕作面積が
小さく、耕地が分散しているこ
とに加え、後継者不足により
農業従事者が減少しているた
め、農地の集約化と多様な担
い手の確保などにより、生産
性を高める必要があります。

農地が有効に利用さ
れ、専業農家のほか
多様な担い手が農業
に取り組んでいる。

【作業部会の意見】
・新規就農がしやす
い
・若者の新規就農者
の増加
・農業従事者の増加

【⑦について】
⑦作業部会の意見につ
いては、下記取組を行っ
ているため、主な取組に
反映するよう検討する。

・首都圏での新規就農相
談会等でＰＲし、新規就
農につなげる。
・農業研修センターを活
用して、定年帰農者や企
業など新たな担い手の育
成に取り組む。
・各地区の人・農地プラン
に沿って、中心的な担い
手への集約を図り、農地
の有効利用に取り組む。

農地が有効に利用され、専
業農家のほか多様な担い
手が農業に取り組んでい
る。

農業政策課

●輸入農産物の増加や国
内他産地との競合等によ
り、各種農産物の生産環
境は厳しい状況にありま
す。本市のりんご、もも、ぶ
どうなどの果実は、市場で
の評価が高いことから、果
樹栽培における新品種や
新技術の導入、自然災害
や野生鳥獣による被害へ
の対策を支援するととも
に、国内外への販路拡大
や、加工品開発等により付
加価値を高める必要があ
ります。

●都市部の住民の農業へ
の関心が高まっているた
め、都市と農村のつながり
の場を提供することで、農
業や農村への理解を促進
し、消費の拡大へつなげて
いく必要があります。

【作業部会の意見】
・果樹の市場価値向
上による栽培数の
増加、新規就農者
の増加
・スマート農業は手
段であって目的では
ない（所得向上や若
手新規就農者の増
加が目的）

【企画課からの提
案】
・令和元年東日本台
風災害からの復旧・
復興
・6次産業化（経営の
多角化により、所得
向上を目指す）

【②について】
作業部会の意見及び企
画課の提案について
は、下記取組を行って
いるため、主な取組に
反映するよう検討する。

・令和元年東日本台風
災害からの復旧につい
ては、国の交付金を活
用し農業用機械や施設
（農機具格納庫等）の修
繕・再取得を支援してい
る。
・スマート農業について
は、長期戦略2040の農
業分野のプロジェクトの
中で事業化を検討して
いる。

●輸入農産物の増加や国内
他産地との競合や農業従事者
の高齢化や後継者不足等によ
り、各種農産物の生産環境は
厳しい状況にあります。本市
のりんご、もも、ぶどうなどの
果実は、市場での評価が高い
ことから、果樹栽培における新
品種や新技術の導入を促すと
ともに、スマート農業の取組み
を進め、さらに、自然災害や野
生鳥獣による被害への対策を
支援するとともに、国内外への
販路拡大や、加工品開発等に
より付加価値を高める必要が
あります。

●都市部の住民の農業への
関心が高まっているため、都
市と農村のつながりの場を提
供することで、農業や農村へ
の理解を促進し、また、地産地
消を推進する中から消費の拡
大へつなげていく必要があり
ます。

りんご、もも、ぶどうな
どの高品質で安全・
安心なおいしい農産
物が生産され、高い
評価を得ている。

【作業部会の意見】
・農産物のブランド
化
・農業所得の増加
・地消地産、地域自
給
・田園風景、農村環
境の保全

【⑦について】
⑦作業部会の意見につ
いては、下記取組を行っ
ているため、主な取組に
反映するよう検討する。

・農産物のブランド化や
農業所得の増加を目指し
て、スマート農業の実証
事業を検討している。
・有機ＪＡＳ認証取得の補
助制度を設けている。

りんご、もも、ぶどうなどの
高品質で安全・安心なおい
しい農産物が生産され、高
い評価を得ている。

森林が守り育てられ、森林
資源が有効に活用されてい
る。

森林農地整備課

健全な森林を育てるため、
間伐を中心とした森林整備
を進めており、森林資源が
充実しつつあります。今後
は、木材の有効活用のた
めの販路拡大や伐採後の
森林整備に対する支援の
方法を検討する必要があり
ます。

【作業部会の意見】
・豊かな自然を活用
できていない。

【企画課からの提
案】
・森林環境贈与税の
活用
・バイオマス利活用
の推進
・林業の担い手の確
保、育成
・森林教育の充実
・先端技術を活用し
たスマート林業

【②について】
作業部会・企画課から
の意見を反映させる。

小規模分散所有や木材価格
の低迷、森林所有者の高齢
化、若者の都市部への流出等
により森林整備への意欲が低
下するとともに、境界不明や未
相続による所有者不明地が多
く、これらが支障となり森林整
備は捗っていない状況です。
　今後は、新たな森林管理シ
ステムである森林経営管理制
度を活用して、木材の生産や
水源涵養・防災減災等森林の
持つ公益的機能の充実を図る
ほか、林業の担い手の確保・
育成や次世代を担う若者への
森林教育による意識付け、バ
イオマス等森林資源の有効活
用を図っていく必要がありま
す。

森林が守り育てられ、
森林資源が有効に活
用されている。

【企画課からの提
案】
・森林環境贈与税の
活用

【⑦について】
・森林環境譲与税の活用
については、「主な取組」
に反映できるか検討す
る。
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第五次長野市総合計画　現況と課題及び目指す状態（産業・経済分野）

②第１・２回作業部会の
意見・企画課からの提案

④「②・③」に対する担当
課の考え方（意見）

⑤「④」を踏まえた現況と課題 ⑦第１・２回作業部会の
意見・企画課からの提案

⑨「⑦・⑧」に対する担当課
の考え方（意見）

⑩「⑨」を踏まえた目指す状態 担当課分　　野政　　策 施　　策 ①現況と課題（前期基本計画） ③第３回作業部会の意見 ⑥目指す状態（前期基本計画） ⑧第３回作業部会の意見

産
業
・
経
済

6

2

地域の特
性が光る
商工業の
促進

3

新たな活
力につな
がる産業
の創出

商工業の
強化と環
境整備の
促進

1

特
色
を
活
か
し
た
商
工
業
の
振
興

3

商工労働課

商業立地の郊外化ととも
に、インターネットによる買
い物など消費行動と流通
構造の変化により、商業を
巡る社会構造が変化して
います。また、製造品出荷
額等が平成23年以降微増
しているものの、事業所数
が減少傾向にあります。こ
れらの変化に対応し地域
活力の源となる地域の商
工業が持続・成長するた
め、経営力・販売力を強化
する必要があります。

【作業部会の意見】
・若者（学生）が大人
と連携する仕組みづ
くり（モノづくりなど）
・中心市街地やその
周辺に高校や大学
が立地
・市内で学んだ学生
が流出してしまう

【企画課からの提
案】
・SDGs視点による社
会・環境に配慮した
持続可能な経済成
長

【②について】
・作業部会の「若者との
連携」「高校・大学の立
地」については、現況と
課題に反映
・作業部会の「学生の流
出」については、6-4-1
「就労の促進と多様な
働き方の支援」で対応
・企画課のSDGs視点を
反映

商業・工業とも事業所数は減
少していますが、販売額や出
荷額は増加傾向にあります。
一方、令和元年東日本台風災
害や新型コロナウイルス感染
症の感染拡大は、本市経済に
大きな影響を与えています。ま
た、インターネットによる買い
物の拡大やライフスタイルの
多様化に伴い、消費者ニーズ
が変化しています。このような
経済環境や社会環境の変化
に対応し、地域活力の源とな
る地域の商工業の持続可能な
成長のため、商工団体や大学
等高等教育機関などの関係機
関との連携を強化し、経営力・
販売力・技術力の向上を図る
必要があります。

足腰の強い工業生産
や商業活動が展開さ
れ、地域外からの利
益が取り込まれてい
る。

【作業部会の意見】
・県外からお金が
入ってくる（県外で稼
ぐ）
・信大、高専、県立
大学生の地元就職
・長野の中で買い物
が完結する。

【企画課からの提
案】
・SDGs視点による社
会・環境に配慮した
持続可能な経済成
長

中心市街地、中山間地域な
どの地域ごとにある様々な
特性を活かし、商工業に活
気があり、まちがにぎわうと
ともに、本市の特長を生か
した新製品・新技術が開発
され、企業活動が活性化し
ている。

【②について】
・作業部会の「高校・大
学の立地」は6-3-1「商
工業の強化と環境整備
の促進」で対応
・作業部会の「あらゆる
産業の集積」「自然豊か
でIT関係の若者が集う」
「一定規模の産業集積」
を反映
・企画課のSDGsの視点
は現況と課題に反映

本市は、県内最大の商圏人口
を有するとともに、幅広い産業
がバランスよく集積していま
す。特に、情報通信業につい
ては、従業者数が中核市平均
の約２倍となっていることから
本市を特徴づける産業となっ
ています。また、首都圏への
近接性が高いことに加え、豊
富な自然環境に恵まれている
ことから、各地域における特色
を活かし、生産性や付加価値
の向上を図ることで、地域の
特性に応じた商工業の形成を
推進する必要があります。

中心市街地、中山間
地域などの地域ごと
にある様々な特性を
活かし、商工業に活
気があり、まちがにぎ
わうとともに、新製
品・新技術が開発さ
れ、企業活動が活性
化している。

【作業部会の意見】
・ICT産業の集積増

【企画課からの提
案】
・SDGs視点による社
会・環境に配慮した
持続可能な経済成
長

地域の商工業の競争力の
強化には、関係機関等と
の様々な連携により、地域
の魅力や特性を活かすこ
とが不可欠です。消費者の
ニーズに対応できる魅力
的で利便性の高い地域商
業へ転換する必要があり
ます。また、人材育成を図
るほか、販路拡大・付加価
値の高いものづくりや先端
技術に対応する必要があ
ります。

【作業部会の意見】
・中心市街地やその
周辺に高校や大学
が立地
・あらゆる分野の産
業が集積している。
・自然豊かでIT関係
の若者が集う。
・一定規模の産業が
集積している。

【企画課からの提
案】
・SDGs視点による社
会・環境に配慮した
持続可能な経済成
長

商工労働課

【作業部会の意見】
・新しいことや困った
ことをサポートでき
る体制整備
・起業しやすい
・学生の起業支援

【企画課からの提
案】
・長期戦略2040ビ
ジョン「自然の循環
と経済の発展を両
立させる、長野らし
い、世界に誇る「産
業」創造」の視点

【⑦について】
・作業部会の「サポート体
制」は、具体的な事項で
あるため、目指す状態で
はなく、主な取組に反映
できるか検討する。
・作業部会の「起業しや
すい」「学生の起業支
援」、企画課からの提案
は、目指す状態に反映

【⑦について】
・作業部会の「県外で稼
ぐ」はその旨が現行のも
のに含まれているため、
変更不要と考える。
・作業部会の「地元就職」
については、6-4-1「就労
の促進と多様な働き方の
支援」で対応
・作業部会の「長野の中
で買い物が完結する」は
6-3-2「地域の特性が光
る商工業の推進」で対応
・企画課のSDGs視点は
目指す状態に反映

持続可能で足腰の強い工
業生産や商業活動が展開
され、地域外からの利益が
取り込まれている。

【⑦について】
・作業部会の「ICT産業の
集積増」は、6-3-3「新た
な活力につながる産業の
創造」で対応
・企画課のSDGsは、その
旨が現行のものに含まれ
ているため、変更不要と
考える。

自然の循環と経済の発展
を両立させる、長野らしい
産業の創造に向けた、オー
プンイノベーションや起業・
創業などの動きが始まって
いる。

商工労働課

地域の商工業の更なる活
性化には、新たな力が必
要です。産学官金の連携
により、企業の誘致や起
業・創業を促進するととも
に、イノベーションを創出
し、これらを核とした産業の
集積につなげていく必要が
あります。

【作業部会の意見】
・中心市街地やその
周辺に高校や大学
が立地
・あらゆる分野の産
業が集積している。
・自然豊かでIT関係
の若者が集う。
・企業ごと個々で取
り組みを行ってい
る。
・若者（学生）が大人
と連携する仕組みづ
くり（モノづくりなど）

わかりやく具体的に
どういうところを強み
と思っているのかを明
記しておかないと　な
ぜ「オープンイノベー
ション」や企業誘致、
起業家育成が必要か
具体的に検討した方
が良い。

【②について】
作業部会の各意見につ
いては、現況と課題に
反映

【③について】
作業部会の意見を取り
入れ修正

消費者ニーズの変化や人口
減少による市場の縮小が続く
中、持続可能な経済成長のた
めには新たな力が必要です。
産学官金の連携によるオープ
ンイノベーションの推進や、起
業家育成、企業誘致等によ
り、新たな産業の創出につな
げていく必要があります。

起業・創業、企業の
誘致により新たな雇
用が生まれている。
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第五次長野市総合計画　現況と課題及び目指す状態（産業・経済分野）

②第１・２回作業部会の
意見・企画課からの提案

④「②・③」に対する担当
課の考え方（意見）

⑤「④」を踏まえた現況と課題 ⑦第１・２回作業部会の
意見・企画課からの提案

⑨「⑦・⑧」に対する担当課
の考え方（意見）

⑩「⑨」を踏まえた目指す状態 担当課分　　野政　　策 施　　策 ①現況と課題（前期基本計画） ③第３回作業部会の意見 ⑥目指す状態（前期基本計画） ⑧第３回作業部会の意見

産
業
・
経
済

6

2
勤労者福
祉の推進

安
定
し
た
就
労
の
促
進

4

就労の促
進と多様
な働き方
の支援

1

企業の特徴や求人に
関する情報が容易に
入手でき、就労が促
進されている。

【作業部会の意見】
・地域の人事部づく
り（人材獲得・交流
育成）
・就労に困らないま
ち
・若者が出ていかな
くてもすむまち
・他県から就労に来
る若者が多いまち
・長野に住んで、東
京で仕事をする人
が増える。
・市外に出た学生の
大半が長野に帰っ
てきて就職する。
・副業・兼業がしや
すい環境

【企画課からの提
案】
・テレワーク、ワー
ケーション等の多様
な働き方の推進

【⑦について】
・作業部会の意見のうち
「就労に関すること」は、
その旨が現行のものに含
まれているため、変更不
要と考える。「多様な働き
方」に関することは、意見
を反映する。

・企画課からの提案は、
具体的な事項であるた
め、主な取組に反映でき
るか検討する。

企業の特徴や求人に関す
る情報が容易に入手でき、
働き方改革が推進されるな
ど多様な働き方が可能にな
ることで、就労が促進され
るとともに、様々な人が就
労しやすい環境が整備され
ている。

【⑦について】
作業部会の意見は、具体
的な事項であるため、主
な取組に反映できるか検
討する。

中小企業の福利厚生や研
修の機会が確保され、勤労
者がいきいきと働いてい
る。

商工労働課

企業等の福利厚生事業が
減少・廃止されるなど勤労
者の労働環境は厳しい状
況であるため、福利厚生施
設や人材育成・研修機関を
持たない中小企業等で働く
勤労者が、いきいきと働く
ことができる環境を整える
必要があります。

【作業部会の意見】
・自然環境が豊か
・テレワークに対応
できる通信環境が
整っている。

【企画課からの提
案】
・新型コロナウイル
ス感染症拡大による
影響
・テレワーク、ワー
ケーションの普及

【②について】
・作業部会の意見のうち
「自然環境が豊か」につ
いては、現況というより
も活用できる資源につ
いて触れたものであり、
「テレワークに対応でき
る通信環境が整ってい
る」については、就労環
境の整備も含めると業
種や業務により差が大
きいことは課題である
が、多様な働き方の支
援(6-4-1で対応)に関す
るものであることから、
本項目に関する変更は
不要と考える。

・企画課からの提案は、
具体的な事項が含まれ
ているため、現況と課題
ではなく、主な取組に反
映できるか検討する。

企業等の福利厚生事業が減
少・廃止されるなど勤労者の
労働環境は厳しい状況である
ため、福利厚生施設や人材育
成・研修機関を持たない中小
企業等で働く勤労者が、いき
いきと働くことができる環境を
整える必要があります。

中小企業の福利厚生
や研修の機会が確保
され、勤労者がいき
いきと働いている。

【作業部会の意見】
・新しいことや困った
ことをサポートでき
る体制整備
・地域の人事部づく
り（人材獲得・交流
育成）

商工労働課

●専門・技術などの職種に
関しては常に人手不足の
状態であることから、これら
の人材育成を促進し、雇用
とのマッチングにつなげる
必要があります。

●市内の高校生・高等専
門学校生等の約６割が市
外での就職を希望している
ことから、市内での就職に
向けて事業所の特長や求
人情報を周知する必要が
あります。

●高齢者や子育て世代な
どのニーズに応じた多様な
就労形態が求められてお
り、ハローワークなどの関
係機関と連携し、様々な人
が就労できる環境づくりを
進める必要があります。

【作業部会の意見】
・若者が働きたい場
が確保されているか
・若者にとって働く場
所がない。
・就業の場での女性
が十分に登用され
ているか
・高等教育、専門教
育が生かせる企業
が少ない（シンクタン
ク、研究機関、音
楽、アミューズメント
etc）
・就労の選択肢が少
ない。
・東京からの距離が
近い。
・自然環境が豊か
・テレワークに対応
できる通信環境が
整っている。

【企画課からの提
案】
・新型コロナウイル
ス感染症拡大による
影響
・テレワーク、ワー
ケーションの普及

【②について】
・作業部会の意見のうち
「働く場所がない、就労
の選択肢が少ない」な
どについては、周知が
不足していることが課題
であると認識し、その旨
を課題に含めている。
「女性の登用やテレ
ワーク」などについて
は、ワークライフバラン
ス向上のための課題で
あると認識し、その旨課
題に含めている。
「東京からの距離の近
さ、豊かな自然環境」な
ど暮らしの魅力につい
ては、市内での就労の
きっかけになるものであ
ることから、意見を反映
する。

・企画課からの提案は、
具体的な事項が含まれ
ているため、現況と課題
ではなく、主な取組に反
映できるか検討する。

●専門・技術的職業などの職
種に関しては人手不足の状態
であることから、これらの人材
育成を促進し、雇用とのマッチ
ングにつなげる必要がありま
す。

●市内の高校生・高等専門学
校生等の約６割が市外での就
職を希望していることから、市
内での就職に向けて事業所の
特長や求人情報を周知する必
要があります。

●市外の大学等に進学した学
生のうちＵターン就職者は約４
割にとどまっていることから、
市内企業等との出会いの場の
創出や、暮らし方の魅力も含
めて市内企業等への就職に
向けた情報発信をする必要が
あります。

●高齢者や子育て世代などの
ニーズに応じた多様な就労形
態が求められており、ハロー
ワークなどの関係機関と連携
し、様々な人が就労できる環
境づくりを進める必要がありま
す。
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第五次長野市総合計画　現況と課題及び目指す状態（都市整備分野）
②第１・２回作業部会の
意見・企画課からの提案

④「②・③」に対する担当
課の考え方（意見）

⑤「④」を踏まえた現況と課題
⑦第１・２回作業部会の
意見・企画課からの提案

⑨「⑦・⑧」に対する担当
課の考え方（意見）

⑩「⑨」を踏まえた目指す状態 担当課⑥目指す状態 ⑧第３回作業部会の意見

【作業部会の意見】
・芸術館等の施設はでき
たが、活かしきれていな
いのではないか
・まちなかに公園が増え
ている
・善光寺周辺区域の趣の
あるまち並みの整備が進
んでいる

【作業部会の意見】
・中山間地のインフラの維
持（道路・防災）
・中山間地のインフラの維
持するためにはコストが
かかる

【作業部会の意見】
・門前の空き家の活用、リ
ノベーションが行われて
いる
・住宅団地が一斉に高齢
化している
・空き家が増加している
・都会にはない静けさが
ある

【作業部会の意見】
・都会にはない静けさが
ある
・善光寺周辺区域の趣の
あるまち並みの整備が進
んでいる

【企画課からの提案】
・歴史的・文化的な景観
の次世代への継承

中心市街地や鉄道駅周
辺など都市拠点となるべ
き地域に都市機能が集
約されている。

【②について】
・作業部会の意見は現行
のものを評価したものと
なっており、記載の変更
の必要はないと考える。
・企画課からの提案内容
は、その旨が現行のもの
に含まれているため、特
に記載の変更は必要は
ないと考える。

分　　野 政　　策 施　　策 ①現況と課題　 ③第３回作業部会の意見

都市政策課

住民や関係団体などと
協働し、本市の魅力であ
る自然と調和した景観や
歴史的・文化的な景観を
形成するとともに、これ
まで継承してきた文化財
を活用した特色あるまち
づくりを更に推進する必
要があります。

住民や関係団体などと協
働し、本市の魅力である
自然と調和した景観や歴
史的・文化的な景観を形
成するとともに、これまで
継承してきた文化財を活
用した特色あるまちづくり
を更に推進する必要があ
ります。

豊かな自然環境と調和
した景観や、地域固有
の歴史・文化が感じられ
る景観が形成されてい
る。

豊かな自然環境と調和し
た景観や、地域固有の歴
史・文化が感じられる景
観が形成されている。

【作業部会の意見】
・景観、街路樹の美しいま
ち

【企画課からの提案】
・歴史的・文化的な景観
の次世代への継承

【⑦について】
・作業部会の意見は、そ
の旨が現行のものに含ま
れているため、記載を変
更する必要はないと考え
る。
・企画課からの提案内容
は、その旨が現行のもの
に含まれているため、記
載を変更する必要はない
と考える。

【作業部会の意見】
・景観、街路樹の美しいま
ち
・自宅と職場の往復だけ
でない、サードプレイス
（地域、公園、店）となる
場所がある
・まちなかの通信環境が
充実している（Wi-Fi、5G）
・居住地を集約していく必
要がある

【企画課からの提案】
・スマートシティ推進
・Society5.0
・先端技術を活用したモビ
リティ（MaaS、グリーンス
ローモビリティ、自動運
転）

【⑦について】
・景観については、「施策
4 地域の特色を活かした
景観の形成」で検討すべ
きと考える。
・施設や通信環境等は質
の向上に含まれる具体的
な事項のため、総合して
反映させる。
・Society5.0、居住地の集
約について意見を反映さ
せる。
・交通については、「政策
2 拠点をつなぐネットワー
クの充実」の施策で検討
すべきと考える。

【作業部会の意見】
・居住地を集約していく必
要がある

【企画課からの提案】
・過疎地域などのインフラ
の維持などの課題を解決
するツールとして、先端技
術を活用している

【作業部会の意見】
・田舎暮らしができる、楽
しめる環境が整っている
（中山間地）
・十分な広さが確保され
ている歩道がある
・多様な用途で使用でき、
きれいに整備された公園
が多くある

【企画課からの提案】
・スマートシティ推進
・Society5.0

建築指導課

居住地域では、暮らしや
すいまちづくりを引き続
き推進するため、増加す
る空き家への対応や、だ
れもが安心して移動でき
るユニバーサルデザイ
ンを取り入れた歩道の
整備、公共建築物など
のバリアフリー化を進め
る必要があります。

・中山間地域を多く抱え
る長野市として、小さな
拠点という考え方が大事
である。

● 居住地域では、暮らし
やすいまちづくりを引き続
き推進するため、 増加す
 る空き家への対応や、だ
れもが安心して移動でき
るユニバーサルデザイン
を取り入れた歩道の整
備、公共建築物などのバ
リアフリー化を進める必
要があります。

●良質で安全な住宅ス
トックを形成し、だれもが
安心して暮らせる住まい
を安定的に確保するとと
もに、地域の魅力を活か
した住環境づくりを進める
必要があります。

●既存住宅の利活用を
促進するとともに、管理不
全の空き家の増加を抑制
する必要があります。

だれもが気軽にまちなか
を移動でき、暮らしやす
い住環境が整っている。

だれもが気軽にまちなか
を移動でき、地域の魅力
を活かした暮らしやすい
住環境が整っている。

【⑦について】
・作業部会の「田舎暮らし
ができる、楽しめる環境
が整っている」と「多様な
用途で使用でき、きれい
に整備された公園が多く
ある」の意見は、「地域の
魅力を活かした住環境」
の例として、目指す状態
に反映する。
・作業部会の「十分な広さ
が確保されている歩道が
ある」は、「移動しやすい
空間」の例として、目指す
状態「だれもが気軽にま
ちなかを移動でき」に含ま
れていると考える。
・企画課からの提案は、
目指す状態を実現化する
ための手段のひとつであ
り、都市が備える機能
（サービス）と捉え、「施策
１　地域の特性に応じた
都市機能の充実」に含ま
れるものと考える。

【②について】
・作業部会の意見を反映
させる。
・施策の対象が幅広であ
るため、現状と課題を施
策の対象別に再整理する
必要がある。

【③について】
・前期基本計画において
は、「施策２　暮らしを支
える生活機能の維持」の
主な取組の中に、含まれ
る内容である。

道路課

● 生活道路、上下水道
や情報通信網などの生
活を支える都市基盤は、
将来的に維持費の増大
が見込まれることから、
計画的なメンテナンスの
実施や新技術の導入な
どにより、財政負担の軽
減を図りつつ、計画的に
改修・更新する必要があ
ります。

● 過疎化が進行する中
山間地域では、日常の
生活機能を維持する公
共施設の複合化・多様
化などの取組が必要と
なります。

・中山間地域を多く抱え
る長野市として、小さな
拠点という考え方が大事
である。

● 生活道路、上下水道
や情報通信網などの生活
を支える都市基盤は、将
来的に維持費の増大が
見込まれることから、計画
的なメンテナンスの実施
や新技術の導入などによ
り、財政負担の軽減を図
りつつ、計画的に改修・更
新する必要があります。

● 過疎化が進行する中
山間地域では、日常の生
活機能を維持する公共施
設の複合化・多様化など
の取組と併せて道路防災
によるインフラの強靭化
が必要となります。

地域の特性
に応じた都市
機能の充実

都市部では、市街地の
拡散と人口密度の低下
により、市民生活への
サービス提供に課題が
生じているため、公共交
通の利便性の高い地域
などに都市機能を集約
し、市民生活の質の維
持・向上に取り組む必要
があります。

・中心地の空洞化が解
消できていない。高齢化
社会となり、逆に都市部
に人が集まってくるのが
トレンドになっているが、
かつて郊外へ施設等を
集中させたおかげで、暮
らしにくくなっている。都
市政策についての考え
を聞きたい。

都市部では、市街地の拡
散と人口密度の低下によ
り、市民生活へのサービ
ス提供に課題が生じてい
るため、公共交通の利便
性の高い地域などに都市
機能を集約し、まちづくり
における総合的な災害対
策と連携しながら、市民
生活の質の維持・向上に
取り組む必要がありま
す。 都市政策課

市民の暮らしを支える都
市基盤や日常生活に必
要な機能が維持されて
いる。

市民の暮らしを支える都
市基盤や日常生活に必
要な機能が維持されてい
る。

【⑦について】
・作業部会の意見は現行
のものを評価したものと
なっており、記載の変更
は必要ないと考える。
・企画課の提案は、目指
す状態を実現するための
手段について言及したも
のであり、主な取組の中
に取り入れることが可能
か検討する。

【②について】
・既存施設の周知は本施
策でなく、別分野の施策
で検討するのが適当と思
われる
・公園整備は質の向上に
含まれる具体的事項であ
るため、記載の変更の必
要はないと考える。
・趣のあるまち並みは、本
施策ではなく、「4 地域の
特色を活かした景観の形
成」で検討すべきと考え
る。

【③について】
・指摘のとおりであり、拠
点を中心に住んでもらうこ
とが理想の形と考えてい
る。都市計画マスタープラ
ン、立地適正化計画等に
も示しており、周知してい
きたい。

【②について】
・中山間地は急峻な地形
が多いことから、豪雨や
地震によって道路等のイ
ンフラが被災しやすい状
況にあるため、防災面で
コストがかかる。

【③について】
・前期基本計画において
は、本施策の主な取組の
中に記載されている内容
である。

中心市街地や鉄道駅周
辺など都市拠点となるべ
き地域における人口密度
が維持され、市民生活へ
のサービスの提供可能な
都市機能が集約し、居心
地の良い空間が形成され
ている。

1

2
暮らしを支え
る生活機能
の維持

3

多世代のだ
れもが暮らし
やすいまちづ
くりの推進

4
地域の特色
を活かした景
観の形成

都市整備7

いきいきと暮
らせる魅力あ
るまちづくり
の推進

1
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第五次長野市総合計画　現況と課題及び目指す状態（都市整備分野）
②第１・２回作業部会の
意見・企画課からの提案

④「②・③」に対する担当
課の考え方（意見）

⑤「④」を踏まえた現況と課題
⑦第１・２回作業部会の
意見・企画課からの提案

⑨「⑦・⑧」に対する担当
課の考え方（意見）

⑩「⑨」を踏まえた目指す状態 担当課⑥目指す状態 ⑧第３回作業部会の意見分　　野 政　　策 施　　策 ①現況と課題　 ③第３回作業部会の意見

2
拠点をつなぐ
交通ネット
ワークの整備

【作業部会の意見】
・長野駅にはハブ駅として
の役割がある
・ハブ機能を十分に発揮
できていない
・中山間地域の公共交通
がギリギリの状態
・バス・電車の料金が高
い
・他地域から来た人がIC
カードでの支払いができ
ない
・新幹線があり、都心から
のアクセス性が良い
・複数の公共交通機関が
ある
・子たちが親（高齢者）の
移動を支えている

【企画課からの提案】
・コロナ禍の影響により、
キャッシュレス決済の普
及が加速

自家用乗用車に過度に
頼らない交通への転換に
向け、公共交通の利便性
を向上させる必要がある
ことから、生活路線バス
などの走行円滑化を実現
するため、幹線道路の整
備や交通結節機能の向
上に取り組む必要があり
ます。また、自転車の利
用促進を図るため、自転
車道などを整備する必要
があります。

【作業部会の意見】
・自転車があまり使われ
ていない

【②について】
作業部会の（「・自転車が
あまり使われていない」）
の意見を反映させる。

【③について】
・「生活路線バス」で統一
する。

交通政策課

公共交通網の人口カバー
率は約85％ですが、モー
タリゼーションの進展など
により、生活路線バスの
利用者は 長期的には減
少傾向にあることから、地
域の特性・実情や移動需
要に応じた公共交通網の
整備を行うとともに、利便
性向上のための環境整
備や利用促進により、地
域公共交通を維持・確保
することが必要です。ま
た、本市の家庭における
ＣＯ２排出量に占める自
動車の割合が高いことか
ら、自家用乗用車に過度
に頼らない交通へ転換す
る必要があります。

自家用乗用車に過度に
頼らない交通への転換
に向け、公共交通の利
便性を向上させる必要
があることから、生活路
線バスなどの走行円滑
化を実現するため、幹線
道路の整備や交通結節
機能の向上に取り組む
必要があります。また、
都市部における自転車
道などを整備する必要
があります。

・「施策１　地域のまちづ
くりと一体となった公共
交通の構築」では「路線
バス」、「施策２　拠点を
つなぐ交通ネットワーク
の整備」では「生活路線
バス」と表記されている
が、統一した方がよいの
ではないか。

だれもが利用しやすい
公共交通が構築され、
多くの人々が利用してい
る。

だれもが利用しやすい公
共交通が構築され、多く
の人々が利用している。

交通政策課

公共交通網の人口カ
バー率は約85％です
が、モータリゼーション
の進展により、生活路線
バスの利用者は長期的
には減少傾向であること
から、自動車を運転でき
ない学生や高齢者など
の移動手段としての公
共交通を維持していくた
めの取組や利用促進が
必要です。また、本市の
家庭におけるＣＯ２排出
量に占める自動車の割
合が高いことから、自家
用乗用車に過度に頼ら
ない交通へ転換する必
要があります。

・シームレスな公共交通
の実現のためには、
キャッシュレス決済、
MaaSや自動運転といっ
た新たな技術や考え方
を取り入れていく必要が
あると思うが、どのように
施策に反映していく考え
か。
・「施策１　地域のまちづ
くりと一体となった公共
交通の構築」では「路線
バス」、「施策２　拠点を
つなぐ交通ネットワーク
の整備」では「生活路線
バス」と表記されている
が、統一した方がよいの
ではないか。

自家用乗用車に過度に
頼らず、中心市街地、観
光地などの拠点や生活機
能の拠点を移動できる交
通ネットワークが形成され
ている。

自家用乗用車に過度に
頼らず、中心市街地、観
光地などの拠点や生活
機能の拠点を移動でき
る交通ネットワークが形
成されている。

【作業部会の意見】
・自転車の走りやすい道
が整備されている
・自転車に優しいまち
・ラッシュ時の渋滞が緩和
されている
・バス路線の整備（増便、
広いバスレーン）

【企画課からの提案】
・温室効果ガス、2050年
までに排出ゼロ（2050年
カーボンニュートラル）

【⑦について】
作業部会等の意見は、そ
の旨が現行のものに含ま
れているため、記載を変
更する必要はないと考え
る。

【⑦について】
作業部会等の意見は、そ
の旨が現行のものに含ま
れているため、記載を変
更する必要はないと考え
る。

【作業部会の意見】
・様々な移動手段を選択
できる環境
・公共交通が充実してい
て、自家用車を使用しなく
ても、いろいろなところに
行け、楽しめる
・市街地に大きな公園と
隣接した公共交通がある
・交通系カードの利便性
向上（共通化）
・キャッシュレスでバスに
乗車できる

【企画課からの提案】
・コロナ禍の影響により、
キャッシュレス決済の普
及が加速
・温室効果ガス、2050年
までに排出ゼロ（2050年
カーボンニュートラル）
・先端技術を活用したモビ
リティ（MaaS、グリーンス
ローモビリティ、自動運
転）

【②について】
作業部会等の一部（「・中
山間地域の公共交通が
ギリギリの状態」）意見を
反映させる。

【③について】
・いずれも、これから変化
していくことが予想される
ものであるため、総合計
画の中で具体的に表現を
することは難しいと考えて
いる。
・「生活路線バス」で統一
する。

地域のまちづ
くりと一体と
なった公共交
通の構築

1

都市整備7
拠点をつなぐ
ネットワーク
の充実

2
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